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例 言

本書は、北海道縦貫自動車道建設に伴う、白老町虎杖浜3遺跡の発掘調査の記録である。

遺構は次の略号をもって示す。

H=住居跡 P=土蛎（墓、 Tピットを含む) F=焼土

逆構図および遺物図等の縮尺は、原則として次のと無り。

遺構図および土層柱状図:40分の1

土器実測図および拓影図： 4分の1

剥片石器実測図： 2分の1

礫石器実測図： 4分の1，ただし石皿は6分の1

遺構図等に示した方位は磁北である。

石器の石質の略号は、表10のあとに記戦してある。

土器．石器の分類についてば、Ⅶ章で解説する。

本書作成の分担はつぎのとおり。

地形図および遺椴図：立川トマス

土器の図：森重典子

石器の図：野村留美

昭和55年度現地写真：佐藤和雄

その他の写真：伊野正之

1章執筆：森田知忠

上記以外のもの：佐藤訓敏
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I 調在の概要

1 調査要項

事業 名

事業委託者

事業受託者

遺跡 名

遺跡の所在地

調査面積

調査期間

北海道縦貫自動車道白老地区埋蔵文化財発掘調査

日本道路公園札幌建設局

財団法人北海道埋蔵文化財センター

虎杖浜3遺跡 （道教委登戦番号 J-10-12)

北海道白老郡白老町字虎杖浜439番地の21ほか

(1)2,210㎡ (2)2,680㎡ 計4,890'Tf

(1)昭和55年4月1日～昭和56年3月31日

(2)昭和57年4月1日～昭和58年3月31日

2 調査体制

（財）北海道埋職文化財センター 浅井理一郎

馬場治夫（昭和55年度）

皆川富三（昭和57年度）

高橘稀一（昭和55年度）

藤本英夫（昭和57年度）

中村福彦（昭和55年度）

森田知忠（昭和57年度発掘担当者）

種市幸生（昭和55年度発掘担当者）

青柳文吉（昭和55年度）

矢吹俊男（昭和57年度）

田口 尚（ 〃 ）

中村英重（昭和55年度）

佐藤和雄（ 〃 ）

西条美智枝（ 〃 ）

立川トマス（昭和57年度）

佐藤訓敏（ 〃 ）

伊野正之（ 〃 ）

理 事 長

業務部長

〃

調査部長

〃

調査第一班長

〃

文化財保護主事

〃

〃

〃

（調査補助員）

〃

〃

〃

〃

〃

なお、調査の遂行にあたって、下記の機関および人びとのご指導ならびにご協力をいただ

いた。記して感謝申しあげる。

北海道教育委員会、白老町教育委員会、北海道開拓記念館、苫小牧市青少年センター、苫

小牧市埋蔵文化財センター、北海道教育大学教授春日井昭、北海道文化財調査員佐藤一

夫（順不同、敬称略）

〃



I 調査の概要

3 調査の経緯

日本道路公団が建設を進めている、北海道縦貫自動車道（函館～稚内）のうち、室蘭～苫小

牧の分布調査ば、昭和51年腱に北海道教育委員会によって行われ、虎杖浜3遺跡が本線建設予

定地にかかることが判明した。

その結果をうけて、昭和54年に、事前発掘調査（試掘）を行い、昭和55．57年度に発掘調査

を行った。虎杖浜3遺跡は、小川によっていくつかの地点に区分されるが、昭和55年度には、

そのなかぼどの部分(A地点）獣!本年度は残りの部分全部(B～D地点）を発掘調査した。

なお、本年度の調査面積は、当初2,080㎡の予定であったが、調査期間中に町道切替のために

600㎡(D地点の一部）が追加され、 これについても併せて調査を行った("17) ｡

（注）当センター刊「川上B遺跡・虎杖浜3過跡一北海道縦貫自動車道登別地区埋蔵文化財調査概

報」昭和56年3月

4 調査結果の概要

昭和55.57年の両年度にわたる調査によって、虎杖浜3遺跡からは81個の遺構等（表1）が

検出され、 56,922点の遺物（表2）が出土した。調査が工事用地内だけにとどまっているので

遺跡の全貌は不明であるが、調査地区は短期的な居住地または集落の縁辺にあたっているもの

と思われ、遺物量に比較して遺構は貧弱であった。

これらのほとんどは繩文時代の資料で、 B地点でややまとまりをもって検出された後期のも

のを除けば、早期に所属するものが圧倒的に多い。なかでも、貝殻文土器群(I群a類）は、

質・量ともに豊富で、 この地域における編年研究上重要と思われる。

当遺跡から鎧も多量に得られたのは、繩文時代早期末葉の繩圧痕文、撚糸文、繩文等の施さ

れた土器群(I群b類）で、 このなかでは東釧路Ⅲ式に相当するもの(b-1類）が多い。ま

た、石刃鍼文化の所産と思われるブレイド2点（接合）がB地点から出土し、 この土器群の初

期もしくは貝殻文土器群末期と関連をもつものと思われる。

B地点から検出された住居跡は、繩文時代後期初頭の余市式土器（Ⅳ群a類）の時期のもの

である。また、白老町内でばこれまで検出されていなかったTピットが2個発見された。ひと

つは溝形のタイプで、 もうひとつは小判形プランで底面に杭穴をもつタイプである。

表1 遺構等一覧

| A地点 B地点 C地点 、地点
1

3 2

9 1

1 1

28 3 （2）

27 2 1
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０
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表2遺物一覧

占
4h ,A 地 B 地

二
『
■
８

■
Ｉ

ｑ

Ｂ

Ｉ

Ｊ C地,卓 D地点
ｌ●零

脚
△
口

診

過椛 包含層 計 遺栂 包含層 包含塀 包含層計

土器Ia-1 81 81

4，039Ia-2ケ 33 2,536 2,569 891 891 551 28

〃 Ia-3 4 308 312 32311

" Ib-1 214 15.鋤9 15，523 815 17，4011,026 1,026 37

" Ib-2 40 3,鴫3 3，123 3．123

" Ib-3 839錦9 839

" Ib-4 4,443 4,443 585 5,028

Ua〃 ４

９

２

２

２

９

４

５

１

７

申

２

24 24

Ⅲa〃 60 139

' mb-3 1 4241

" IVa 2.75245 2，707

〃 Ⅳb 111111

Ⅳc” 1010

〃 Ⅵ 4 4

〃 （分類不明） 2,210

36,()86

291 937 1，228 982

士器計 28,037 1，325 1，978582 27,455 57 4，689 4,746

石 錐IA 12 262250 9 98 9 9 384

74

l()7

石 棺IB q
J 48 51

n

m． 15 18 4 1

石 錐1A 3131 3 343

つまみ懐ナイ7ⅢA 10 249 259 ３

０

再

Ｊ

１

１

8 29010 10

346スクレィバーmB E
Lノ 351 4 19 23 q

Lj 387

石 斧ⅣA 66 66 1 9417 18
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たたき石VA 3 26 29 Ｅ

ｊ
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ら

。

』

Ｑ
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ハ

ロ

月

咄
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２

4

1 1 ワ
白 36

す り 石ⅥA 9 194 203 3 231

54

1 12 13

石 皿ⅥB ワ
ム 44 46 ５ ５

砥 石ⅦB 1 26 27 10 10 411

石 錘ⅧA 10 88 98 15 15 139

48石 核ⅨA 3(） 30

553

ワ
ム1 11 12

1,712剥片・礫片ⅨB 162 15，229 15,391 452 252 17,9()8

627

1,260

加・使剥片XA 45

1

4274 423 4 141 145

ウ
竺

10

礫 21 195 216 2651 1 484

貝
.＊凡

Wi誠 2 ２ ２

石器等計 17.489 69517，245 2,〔)95 20.836477 1，618 557244
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Ⅱ遺跡周辺の地理的・歴史的環境

1 地形と地質

立地遺跡の後背地には標高530mほどの倶多楽カルデラがあり、直接火山性山地が急斜面

をなして海岸と接している。遺跡は、山地から南東に流下するアヨロ川と、その支流によって

形づくられた僅かな平坦脳iを利用して形成されている（図11)｡

層序遺跡の土層は図12に示したとおり9層にわけられるC

l層厚さ20cnl程度の表土。

Ⅱ層径20～25cmの灰白色軽石層。ほぼ均一に調査区全域に分布するo 1663年降下の有珠火

山噴出物(Us-b)である。

Ⅲ層厚さ10cmの黒色士。粒子が細かく粘性がある。

Ⅳ層厚さ5cmの赤味を帯びた掲色の火山灰層｡駒ケ岳火山系統の火山灰かといわれている。

V層厚さ15cmの黒色土。上部からは縄文時代後期～中期の遺物が出土し、下部からⅥ層上

棚iにかけて縄文時代早期I群b－2類が出土する。

Ⅵ層厚さ10cmの赤褐色の火山灰層。噴出源不明。

Ⅶ層厚さ12cmの黒褐色士。縄文時代早期I群a類、 I群b－1類を包含する。

Ⅷ層厚さ10cmの茶褐色の漸移暦｡ I群a類が出土するが、その量は多くない。

Ⅸ層黄褐色ローム層。

昭和55年度の調査(A地点）時の層序は、Ⅲ～V層が細分されておらず、 したがって遺物の

記載は当時のままとなっているが、つぎのように対応する。旧Ⅲ層：新Ⅲ～V層，旧Ⅳ層：新

Ⅵ層，旧V層：新Ⅶ層，旧Ⅵ屑：新Ⅷ層，旧Ⅶ層：新Ⅸ隅である。

、

0－癖
銅
咽
僻

灘 ｜ 表土

蝿
鰯
術

I Us b火山灰

総選…畠

１
１
１
１
黒色土

駒ヶ岳系火山灰？

黒色土

噴出源不明火山灰

黒褐色土

茶褐色土

黄褐色ローム

鍵 ‘ⅢⅢⅢ
6

I

Ⅱ

Ⅶ

Ⅲ

Ⅸ

10
C

０
ｍ

－

図12虎杖浜3遺跡の土l闇
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Ⅱ辿跡周辺の地理的・歴史的環境

2 周辺の遺跡

虎杖浜地区をとりまく標高50m前後の倶多

楽台地縁辺部では、縄文時代～近世にかけて

の遺跡が発掘調査され、考古学上重要な情報

を提供している。以下、周辺遺跡の資料を援

用して、 これまでの成果を概観する。

最も古い遺跡として縄文時代早期の虎杖浜

l遺跡がある（図11－1）。ポンアヨロ川右

岸の海岸段丘上に立地する。直径およそ5m

の円形プランの竪穴住居跡が1個発掘された

（大場ほか、 1962)。住居内部中央に炉跡が

あるほか､柱などの施設ばみ､つかっていない。

住居内からは、図13－1～3の土器が出土し

た。 1 ． 2は貝殻で引っかL､た文様が施され

た平底の深鉢、 3は幅広のへラ状工具で調整

された砲弾形の尖底深鉢で､「虎杖浜式土器」

と命名された。 この土器にば14C年代で7700

年B.Pの値が与えられている。

虎杖浜5遺跡からは大陸を原郷土とする石

刃雛文化期の遺物が確認されている（佐藤・

工藤、 1980） ． （図11-5)。報告によれば石

刃錐・石刃があり、縄文時代早期のいわゆる

アルト リ式土器との関連性を考えているよう

である。石刃鑛文化の動態を知るうえできわ

めて貴重な資料である。

縄文時代前期の遺跡としては虎杖浜2遺跡

・虎杖浜4遺跡が知られている。

虎杖浜2遺跡は1961年．77年の2回試掘調

査が実施されている（大場ほか、 1962・岡田

編、 1978） . （図11－2）。ヤマトシジミ、 コ

タマガイを主体とした貝塚が2か所あり、現

在この付近でば生息しないハマグリが象つか

っており、 また、マダイ等の媛流系の魚類が

多く検出されていることから、貝塚が形成さ

れたころは、現在よりも暖流の影響が強かつ
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図13虎杖浜出土の縄文時代早～中期の土器
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Ⅱ遺跡周辺の地理的・歴史的環境

たようである。土器は縄文時代前期の中野式

・円筒土器下層a式である。また、大木3式

土器（図13－4）が出土したことは、東北地

方との交流および編年を決ぬるうえで重要で

ある。

虎杖浜4遺跡からは、東北地方や北海道の

渡島半島に多く分布する円筒土器下層d式土

器を伴う住居跡が検出されている（財北海道

埋蔵文化財センター編、 1981） （図11－4）。

住居跡は長辺が12mの長円形プランで、その

中から、たくさんの鹿の骨が象つかってL、る。

縄文時代中期から後期にかけての遺跡に

は、虎杖浜4遺跡がある。縄文時代中期の円

筒土器'二層式（図13-5-6) ・天神山式・

ノダップⅡ式・ トコロ6類土器、後期の余市

式・入江式土器が出土してL,る。

縄文時代晩期の遺跡は、苫小牧市寄りの社

台にある、社台1遺跡が知られており、 72個

の墓と6か所の焼土が検出されている（財北

海道埋蔵文化センター編、 1981)。この遺跡

の土器は東北地方を中心に栄えたいわゆる亀

ケ岡文化の影響を受けた大洞c】式～大洞C2

式土器である。図14－7はP-19墓とそこか

ら出土した土器群で､小型台付鉢､注口土器、

浅鉢がありいずれも精製された土器である。

8の壷は、全面に朱ウルシを塗布したみごと

な土器である。

続縄文時代の遺跡にはアヨロ遺跡がある

（図11－9）。 1953年に名取武光・峰山巌

（1962）によって調査され、恵山式・北大式

・擦文土器が出土し統縄文時代～擦文時代に

かけての遺跡であることが確認されている。

さらに1978.79年には、ぼぽ遺跡全域が発掘

された（高橋編、 1980)。土器、石器、玉な

どの豊富な副葬品を伴う墓が64個染つかって
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図14社台1遺跡出土の縄文時代晩期の土器
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Ⅱ過跡周辺の地理的・歴史的環境

いる。図15は墓307とそこから出土した土器

・石器で､土器は渡島半島に多い恵山式土器。

墓の中には厚くベンカラが撒かれ深鉢、鉢、

台付鉢、壷が埋設されていた。これだけ多く

の墓が調査された例はなく、恵山文化の墓制

を知るうえで貴重な遺跡である。アヨロ遺跡

からは恵山式土器に続く時期の北大式土器、

および古いタイプの擦文土器も出土してい

る。

中～近世の特徴的な遺跡としてチャシがあ

る。カムイエカシチャシは神祖の砦の意。カ

ムイエカシは、ポンアヨロにあった部落の人

々の先祖のえらい翁で、 この人については、

いろいろな伝説が伝えられている。このチャ

シの発掘調査が1976年に実施された(岡田編、

1977)。それによると、 1条の壕をめく･らし

た丘頂式の、いわゆる鈴供え型チャシである

（図16-10） 。壕の断面は明瞭なV字形であ

り、壕から掘り上げられた士ば外側に積みあ

げられてL,た。構築年代は、丘頂部および壕

の断面に有珠山の噴火（1663年）による軽石

層が15cm内外の厚さに堆積していたことか

ら､1663年より新しくないことは確実である。

また壕の中にまだ黒土層が推積しないうちに

Us-b軽石が堆積しているので、 このチャ

シが使用されたのは1663年よりあまり古くは

ないという。鉄製の槍先および刀子が検出さ

れ、 また同じ層位から数か所の焼土も確認さ

れている。機能は、和人と戦争をするときの

見張所とされるが、出土品および焼土は、祭

場として用いられた可能性も示唆するようで

ある。

近世に入ると、白老に仙台藩による陣屋の

設営があり、 これが町の開基となる。安政2

（1855）年、仙台藩は幕府から東蝦夷地「シ
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Ⅱ辿跡周辺の地理的・朧史的環境

ラオイ」 （白老）から「シレトコ」 （知床）

にL,たる一帯の群備を命ぜられ、翌3年に元

陣屋を「シラオイ」に築造した。そして陣屋

は、慶応4 (1868)年の戊辰戦争で藩士が撤

収するまでの13年間にわたって経営された。

その後、一時南部藩兵が滞陣したが、明治2

（1869）年に白老郡の支配を命ぜられた一ノ

関藩に引き継がれ、明治4年まで白老郡の支

配となった。しかし翌3年には陣屋は壊され、

その廃材で役所1棟、民家10余棟が建てられ

たという。

この白老仙台藩陣屋跡は、昭和41年に主体

部が国の史跡に指定され、昭和51年には塩釜

・愛宕の二社を含む区域が追加指定されてい

る。それに伴い、昭和44年以降、白老町によ

って陣屋の復元および環境整備が進められた

(図16-11)。昭和55年度の調査(長沼、1982)

では、 2棟の長屋について、位瞳・規模など

を確認している。出土品には陶磁器・鉄製品

・銅製品・古銭（天保通宝・箱館通宝・仙台

通宝） ・土製品・カラス玉・石製品などがあ

る。
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虎杖浜l遺跡(第4図、第5図、第11図)虎杖

浜2遺跡(第7図)虎杖浜4遺跡(図4－14）

社台l遺跡（図3－13、図3－97）アヨロ遺

跡（図13）カムイエカシチャシ（第3図・第

5図）白老仙台藩陣屋跡（史料1，図7，図

24－13． 17、図26-46.56、図35－1 ． 2）
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Ⅱ遺跡周辺の地理的・雁史的環境

3 発掘区の設定

調査地区の全体につL､て、縦貫道のセンターラインに合わせて、 10mのメッシュをかけて発

掘区を設定した。すなわち、センターラインをMとし、10mごとに、北にL，K……、南にN，

0， P･ ･,…とし、 これに直交する10mごとの線を、西から0， 1， 2…･･･36とし、北西隅の交

点の記号をその区の名称とした。ただし、縦貫道ぱ北向きに緩く弧を描いており （南に凸） 、

Mラインには昭和55年度にA地点で設定されたために、両端部ではこのラインと道路のセンタ

ーは一致しない。

現地調査でば、作業の都合上、 このようにして定めた発掘区をさらに4等分して用いた。北

西の四半分をaとし、逆計画まわりにそれぞれb， c， dとした。 したがって、作業単位とな

る発掘区は「M24a」のように表わされている（図17)｡
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Ⅲ A地点の遺擶と遺物

1 遺構の分布

A地点において確認された遺構拓よびそれに類似するものは総数66（図18） 、その内訳は、

住居的施設(H) 2、墓を含む士擴(P)37、焼土27である。

遺構の分布を概観すると、住居的施設、および士堀のなかでも比較的大型で住居的施設にち

かいP-16等ば、何らまとまりをもたず、それぞれ10m以上の距離をもって分散している。土

曠は、舌状の高まりの上のL24区に集中的に分布する。これらは遺物を伴わない時期・用途不

明の土曠である。墓とした土壌は集中せず、発掘区全域に分散している。焼土は発掘区の22～

26ラインの間に分布し、 とくに土塘の集中する周辺に多く分布している。

全体的な遺構の分布傾向は、微高地上に多く、 K・ L-24･25約200㎡の範囲内に64影が

集中する。
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Ⅲ A地点の遺牌と遺物

2 遺 構

H-1 (図19～21)

L22c区にある｡覆土は2層に分けられる。I層は黒褐色土で確認面から床面まで堆積する。

Ⅱ層は壁際に三角状堆積した黄褐色土。平面形ば長径2.48m，短径2_28mのぼぼ円形。壁は緩

く立ち上がり、床は臆ぼ平坦で堅い。覆土・床面ともに多量の礫が混在し、 また極土中からは

かなりの量の木炭粒が検出された。炉跡・柱穴は確認されてし､ない。

遺物 1ばやや外反する口縁部破片。口唇は丸頭にちかいが、内側に傾斜している。 口縁

に平行して貼付帯が1条付けられ、貼付帯上にば繩が押圧されてL､る。繩押圧文は口唇にも施

されている。貼付帯ﾄ位には短繩文が縦位に施文されている。器壁の厚さは8mである。床面

出土。 2ば小突起を有する口縁部破片。口唇は丸頭状で横位と斜位に貼付帯があり、貼付帯上

には刻目が施されている。刻目ば口唇にも象られる。地文には絡条体圧痕文が斜位に施文され

ている。器厚は5mm． 3は短繩文と組紐圧痕文が組象合わされた胴部破片。器厚ば8mm． 2 ･

3は覆土出土。 4は口径26.7cm，器高30,3cmの深鉢。 口唇は平坦であるが、若干外側に傾斜す

る。 LR･RLによる結束第1種の羽状繩文が口縁部から胴下半部まで施文されてL､る。口唇
〔故］ ） ｛江2）

にも繩文が認められる。炭化物がa l， blに付着している。底部形態はX3aにちかい。 5

は口径25.6cm，器高28.6cmの深鉢。口唇は平坦であるが、若干内側に傾斜してL､る。 LR･R

Lによる結束第1種の羽状繩文が口縁部から底部付近にかけて施文されている。底部<びれ部

分には縦位の繩による押圧文が施されている。炭化物が器内面全体に付着している。底部形態

はX4aにちかい。 4， 5は床面出土。 6は頁岩製のつま象付きナイフ。表面右側縁に刃部が

ある。7は両側縁に二次加工を施した黒曜石製のスクレイバー。8～10は断面三角形のすり石。

安山岩製。いずれも長方形のすり面をlか所もつ。 11は安山岩の円礫を素材とするたたき石。

敲打痕は平坦な面と両側縁にある。敲打痕のある面には擦った痕跡も認められ、すり石にも使

用されている。 12～14は安山岩製の石皿。 12･ 13は図示した面および反対側の面が、平坦で使

用面と考えられる。 14ば片側の平坦な面に使用面をもつ。石器の重量は、 (5.39)、 7 : (3．7

9)、 8 : (9459)、 9 :8409, 10 : (2459)、 11 :5259， 12 : (8459)、 13 : (5209)、 14 :7

909である。 7は覆土、 6 ． 8～14は床面出土。

小括住居とするには一辺が3m弱と小さく、炉や柱穴もないことから、短期間使用の仮小
（注3）

屋的な施設として詣く。出土土器は1 ． 2がIb-2， 3～5はIb-1に相当する。H－1

はIb-1を主体に、 Ib-2を若干含む繩文時代早期の遺樵である。伴出石器にはつま象付

きナイフ・すり石・石皿がある。

注I 炭化物の付着については、Ⅶまとめのなかで分類記号化した。

注2底部形態につし､てもⅦまとめのなかで分類記号化した。

注3 土器分類記号。詳細につL､てはⅦまとめのなかで述べる。
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ⅢA地点の遺椛と遺物

H－1
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図19 H-1と出土遺物
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ⅢA地点の遺櫛と遺物
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ⅢA地点の遺樅と過物

10

11
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図21 H-1出土の石器
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ⅢA地点の遺構と遺物

H－3

L25a区にある｡覆土は7層に分けられる。

I層は黒褐色土。Ⅱ層は粘性をもつ暗黒褐色

士。Ⅲ層は茶褐色士。Ⅳ層は黒色土oV層は

黄褐色土｡Ⅵ脚は黒褐色士｡Ⅶl闇は茶掲色土。

平面形は長径1.96m，短径1.8mの円形･

遺物15はIa-2の胴部破片･貝殻条痕

文が横位に施される。器厚5m｡ 16はIb-

1の胴部破片。LR・RLによる結束第1種

の羽状繩文が施されている。器厚10mo 17

は表面右側縁に刃部をもった、つま象付きナ

イフo l8． 19はスクレイパー。 17～19はいず

れも頁岩製o石器の重量は、 17：8．69， 18

:929， 19: (11.19)である。 15． 18･ 19

は覆土、 16．17は床面出土。

小括本遺構もH－1と同様の購造をもつ

仮小屋的施設と思われるo lb-1を伴う繩

文時代早期の遺構である。

b
一毛p90

73

b20.20m~旧.81a
~

1
’
1

17

○ ’7

LL= 18

垂

職ゞ
<ご一~＞ ~ ’8

19

図22 H-3と出土遺物
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ⅢA地点の遣織と遺物

P－1 ． 5 （図23．24）
p-1 ･5

L23a区にある。P－1の覆土は2層に分

合、けられる。 I層はソフトな黒褐色土。Ⅱ層は

灰黄褐色士。P－1の平面形は長径096m，

短径0.72mのたまご形。P－5の平Im形は長

径が0.58m，短径0.44mのほぼl'l形｡新旧関 a

係は古P－5→新P－1である。

~

E
O
m

の
ｰ

ロ／1翌ﾐｰb
⑥

、
～ミ

、1921

ろ‘,”
4

13羽

ノ‘,93,、
bl960m

、

｡／
｡’

~~

遺物P－1の糧土中から石錘が9個まと

まって出土した。31だけが4刺l打ち欠きで、

ほかはすべて両端打ちで欠きである｡重量は、

28 : 1609， 29 :919， 30: 1609， 31 :230

9，32: 1989，33 6 1709， 34 2409， 35

: 1529， 36 240gである。また、その上面

からは図60-102･ 108のIa-3が出土して

いるo20～27はP－1の覆土出土o20･22は

篭ﾐ鼬

鶏
ｉ

●

Ｅ

~

灘
櫛

21

図23 P-1 ･ 5と出 la遺物
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IH A地点の遺櫛と遺物
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ﾄ
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○
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31
32 33

35
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36

3 2

3

図24 P-1出土の石錘

Ia-3で､縦位･横位に条痕文が施された胴部破片o胎土に石英・軽石粒を含む。器厚は20が

7nn，22が6nmo21は貝殻腹縁文、沈線文のあるIa-2の胴部破片。器厚は6mm･胎土に多

量の石英を含むo23･25･26はIb-1o23は小突起を有する口縁部破片o口唇は棒状工具で

押圧され小波状となっているo LI唇断面は丸頭状。縦位の短繩文と横位の絡条体圧痕文が施文

されている。器厚は6mmo器内面には多量の炭化物が付着している。25はRL斜繩文と短繩文

のある胴部破片o器厚は7m｡26はLR斜繩文と短繩文のある底部破片、形態はX4ao24は

Ib-2の'二l縁部破片。口縁に平行して細めの貼付帯があり、貼付帯上には繩抑圧文がみられ

る。地文にはRL･LRの羽状繩文が施されている。器厚は4m1o27はP－5の覆土から出土

したIa-2の底部破片◎胎土に石英を含む。無文。底部形態はX3ao

小括P－1の覆土からは9個の石錘とIa-2･3，1b-1･2の土器が出土した。しかし、

底面からの遺物はなく、時期は不りjであるo P-5も時期は不明である。

ｦ5



ⅢA地点の遺椛と辿物

P-2 (図25. 26)

L22c ． d区にある。覆土は5層に分けら

れるo I層は黒色土で基本層序のⅢ隅。Ⅱ暦

は黒褐色土で基本屑序のⅣ層。Ⅲ牌は灰黄褐

色士。Ⅳ層は暗黄褐色士で基本闇序のV層。

VI曹は灰褐色土で小粒のパミスを含む｡なお、

対比層序は旧暦序である。平面形は長径が1.

32m､短径が0.86mのたまご形o深さ0.50mo

覆土は非常に堅くしまっていた。

遺物37は頁岩製の石雛o裏而に主剥離面

を残すo38は黒II畷石製の大型石槍片。39は黒

曜石製の石槍片。ともに入念な加工が施され

ているo40はカキ貝殻b41 ･42は断而三角形

のすり石。一面に長方形のすり面をもつ。石

器等の重量は37: (1.79)、39 : (3.19)、 40

(4.59)､41 :9909，42 : 1,9309である。

これらは、いずれも底面出土である。土器は

図示していないが、底面から1点出土してい

る。表面が剥脱しているため文様は不明であ

るが、おそらくIb-1に比定しうるものと

思う。胎土に石英を含む。器内臓iに炭化物が

付着している。なお、底面には遺体と思われ

る糊状の痕跡がみられた。

小括本遺構は墓の可能性が強い。底面か

ら石雛・石槍・すり石・貝と土器が出土し

た。これらはP－2の副葬品と考えられる。

土器が1点しか検出されていないが、 Ib-

1の繩文時代早期に属すると考えて大過なか

ろう。

E

p－2

生~

、

I

｡’

ｈ
ｌ
ａ
Ｆ

IXI25 P-2
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ⅢA地点の遺嚇と遺物
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図26 P-2出土の遺物

P-3 (図27)

L22c･d， L23a･ b区にある。覆土は1層で灰褐色土であるo平面形は長径1.48m，短

径1.06mの長円形。立ち上がりは明瞭である。形態・規模ともにP－2にちかいo

遺物43は黒曜石製の石鍬◎入念な加工が施され、薄身に作られている。44は長さ6.5cmの

石槍の完形品。両面とも入念な加工が施され、比較的薄身に作られている。 2点とも覆土中の

底面ちかくから出土している。図示していないが、覆土からIa-2の底部とIb-1の太め

の繩線文土器が出土している。

小括本遺樅は時期を決定づける土器がないので確定的なことは言えないが、形態・規模、

掘り込み面、および出土した石鍍・石槍の形態も同じであることから、 P－2と同じくの繩文

時代早期に属する墓と考えられる。

37



ⅢA地点の遺柵と泄物
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’
L22a区にあるo本遺構はIIH和54年度の誹

細分布調査時において確認されたものであ

るo平面形は長崖0.48m，短径0.38mの隅丸

長方形。遺物は11 1上していない。

小括本遺構は規模としては小型の土曠に

属し、用途・時期とも不明である。

29伯

｡’》

|X127 P-3 ･ 4と出'二遺物
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ﾍ地点の遣朧と遺物IⅡ

P－6

M21d区にある。覆土は1勝で、小粒のパ

ミスを含む灰褐色土｡平面形は長径が1.26m，

短径が080mのややいびつな長|リ形。底Iniは

若干凸凹しているが、ほぼ平坦で堅くしまっ

ているo

遺物覆土巾から土器1点、礫2点、貝殻

片1点が|||上した。土器は典殻条痕文が縦位

に施されたIa-2の底部破片。

小括 Ia-2は本遺構周辺から多数IIIzt

しており、覆|:に混入したものと考えられる。

規模・形態および貝殻が出｜､していることか

ら、 P-1 ･ 3と同じ時期の墓の可能性があ

る。

~

一
仁
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一
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｡／p－6

889

ｂ
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｡／
bl900m ◎~回

錨

黙

涜

吻

守

囎

一

口

P－7

M23a区にある。覆土はl l曽で小粒のバミ

スを含む灰綿色上である。平1m形は長径0.70

m，短径0.60mのややいびつな長円形。底哨i

ばやや軟弱。

遺物覆土1部からIb-1が10点、 フレ

イク1点出土したo45は短繩文とLR斜繩文

の組象合わされた口縁部破片。口唇断面は丸

頭状。器厚は6m｡46はLR斜繩文のある同

縁部破片on唇断面は丸頭状。器厚は6mm。

小括繩文時代早期のIb-1の時期のも

のである可能性がある。用途は不明。
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一

45

図28 P 6 ･ 7と出土遺物
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ⅢA地点の遺構と遺物

p－8P-8 (図29．30)

L23c ・L24b区にある。覆土は5層に分

けられるo l層は黒褐色土。Ⅱ層は黒色土。

Ⅲ層は焼土に多量の炭化物を含む赤褐色士。

Ⅳ層は灰褐色土、V層は黄褐色ローム。平面

形は長径140m，短径0.96m，の北西部がい

びつな長円形。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

底面はほぼ平坦で堅くしまっている。

遺物覆土中には長大な礫が詰まってお

り、 この礫の下の底面から2個体の土器が押

し潰された状態で出土したo48は口径25.8cm，

器高27.9cmの深鉢bRL・LRによる羽状繩

文が器全面に施文されている。繩文は口唇に

も施されている。口唇断面に繩文施文により

内側に傾斜している。49は口径が282cm，器

高は推定で28.4cmの深鉢oLR･RL斜繩文

が器全面に施文され､底部内側にもふられる。

また、短繩文が底部のくびれたところに施文

されているo39．40とも器内全面に炭化物が

付着している。覆土からつまみ付きナイフ

（47）とフレイク11点が出土した。

小括 Ib-1の土器が伴うことから繩文

時代早期の墓の可能性が強い。

1320
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b19.20m
－

０
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d19.20m~Ｃ
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認識
鰯羅

0 1

＝47
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図29 P-8と出土遺物
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1I A地点の遺構と遺物
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図30 P-8出土の土器
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ⅢA地点の遺描と遺物

P-10

L24a区にある。覆土は1層で、パミスを

含む灰禍色土。平面形は長径1.10m，短径1.

08mのほぼ円形。壁は垂直に立ち上がる。底

面は平坦で堅い。

遺物覆土中から礫が1個出土したの承で

ある。

小括時期・用途ともに不明である。

~
戸
上
○
ｍ
国
一
口

p-10

余
1968

｡’
bl990m~

a 1960

P-11

M24a区にあるo覆土は1層で、 ソフトな

黒褐色士。平面形は長攝0.56cm，短形0.52cm

のほぼ円形。底面は平坦。

遺物覆土上部からIb-2の底部破片が

出土した。底角が「く」の字状にくびれてい

る(X4a)o絡条体圧痕文が縦位・斜位に

施文され、さらにその間に横位の短い絡条体

圧痕文が施されている。底部のくびれで部分

には縦位の短繩文が抑圧されている。

小括Ib-2は本遺構に伴うものがどう

かはわからない。用途は不明。

B ｰ
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図31 P-10･ 11と出土遺物
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Ⅲ A地点の遺榊と遺物

p-12

も
~’

P-12

M23a区にある。覆土は2層に分けられるC

l層はバミスを含む黒色土で、やや粘性をも

つ｡Ⅱ層ばII音黄褐色土｡平而形は長径120m，

短径0.82mの長円形o底I前は凹凸が著しく、

南壁よりの底はさらに一段蕗ち込んでいる。

遺物図示していないが授土中から上器が

16点出土している。そのほとんどが表面剥脱

しているため、文様は不鮮明であるが、絡条

体圧痕文､斜繩文､羽状繩文が施されており、

Ib-1に属しよう。覆土中から黒曜石の加

'二のあるフレイク(51)と、フレイク10点が出

土している。

小括時期はIb-1が多く出土している

ことから、繩文時代早期の可能性がある。用

途は不明。
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P-13

K24b区にある｡覆土は3増に分けられるC

l層は粘性をもった黒色士。Ⅱ層は暗黄褐色

士。Ⅲ層は火山灰を含む赤褐色土。平面形は

長径092m，短径0.64mのいびつな長円形o

底面は軟弱である。

遺物覆土中から礫が1点出土している。

小括時期・用途ともに不明である。

図32 P-12･ 13と出土遺物
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ⅢA地点の遺構と遺物

P-14 P-14

余
K24b区にある。覆土は1層で、小粒のパ

ミスを含む灰褐色土。平而形は径0.60mの円

形。壁はほぼ垂直に立､らI急がる。底面は平坦

であるが、やや軟弱。北壁よりの底面に径0.

20mの小ピットがある。遺物は出土していな

いo

小括時期・用途ともに不明である。
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P-15

K24b区にある。覆土は4層に分けられる。

I層は微量のバミス・ローム粒を含む黒色土

で粘性をもつ。Ⅱ層は茶褐色士。Ⅲ|闇は黄褐

色ローム。Ⅳ層は黒褐色土。平面形は長径0.

60m，短形0.53mのほぼ円形o床面は軟弱で

ある。

遺物図示していないが覆土から膳製石斧

の破片と礫1点が出土している◎

小括磨製石斧が、木遺構に伴う可能性は

薄い。時期・用途ともに不明。
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図33 P-14． 15
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ⅢA地点の遺構と遺物

P-16(図34．35)

K23b･ c区にあるo覆土は1層で、バミ

スを含む灰褐色土。粘性をもつ。平面形は長

径2.02m，短径2.00mのいびつな円形。壁の

立ち上がりはゆるやかで、底面は皿状を呈し

ている。

遺物53はI a-2の口縁部破片。口唇は

平坦に整形され、やや内側にめくれている
（注）

(9)｡胎土には石英粒を多量に含む。さほど

顕著でないが器外面枇位に'幅広い条痕が施さ

れている。内面は、それとは反対に幅広い条

痕が顕著に力強く施されている｡器厚は6mm．

覆土出土o54はI a-2の胴部破片。器外面

に貝殻条痕が施文されている。器厚は7nuno

底面出土o52は石皿の破片･図示した面およ

びその反対の面が、平坦で使用面と考えられ

る。安山岩製。重量は(4,0009)である。そ

のほか、覆土中から10数個の礫が出土した。

小括規模･形態からすれば、H－1．3と

同じ機能をもった遺椛の可能性がある。底面

から石皿が出土していることも、その可能性

を示唆している｡時期は、 I a-2が底面から

出土しているので、おそらくその時期のもの

であろう。また、さきのH－l

・3がI b-1の時期であり、

その可能性もある。
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Ｅ
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ｍ
ｍ
↑
で

19:71p-16

4 」
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b19．70m~ａ

’

注口唇断面形状はⅦまとめ

のなかで分類記号化している。
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図34 P-16と出土遺物
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ⅢA地点の遺櫛と遺物

ザダーヘーー ＝一・零の､壬

1

■
図35 P-16出土の|ご器

P-17 (IM36)

M22d区ある。平1脚i形は長径0.60m，短径0.46mの長円形o確はほぼ躍直に立ち上がる。底

面は凸凹である。

遺物覆土中から安山岩製のくぼ承石が1点出土しているのみである。重量は300go

小括時期．用途とも不明である。ただ、H－1の南西にあり近接しているるため、 H－1

と何らかの関連があるかもしれない。

P-18 (図36)

L24aにある。覆土は3層に分けられる。 I層は少餓のパミスを含む灰褐色土。Ⅱ層は粘性

をもつ灰褐色士。Ⅲ層はパミス混りの黄褐色土。覆土は人為的な埋土の可能性が強い。平面形

は長径0.72in，短径0.06mのほぼ円形。北壁塘｢1部がややオバーハングしフラスコ状にちかい

断面形をもつ。その他の砿は立ち'二がりが急である。底1mはやや凸凹している。

小括時期・用途ともに不明。
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[Ⅱ A地点の遺構と遺物

P 19

L24a区にある。覆土はl層で、小粒のパ

ミスを含む黒褐色土。平面形は長径052m，

短径048mの円形。小型の土曠で断面はポウ

ル状。

遺物56はI b-2の口縁部破片o l｣唇断

Imは尖頭状o LI縁には2段の貼付帯があり、

貼付帯上には縄文とRLの斜縄文が施されて

いる。器内面には炭化物が付着している。器

厚は6mIno撹上から出土。57は底面出七の石

錘。安山岩製｡ lilj端に打ち欠きがみられる。

重量は4039である。

小括時期の決め手に欠けるが、縄文時代

早期に属しよう。用途は不明である。
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|X136 P-17･ 18･ 19と|+|土遺物
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ⅢA地点の遺構と遺物

P-20(図37･38)

K26c区にある。平面形は長径1.81m，短

径1.49mのややいびつな長円形。壁の立ち上

がりは垂直にちかい。底面は皿状。

遺物土器は17点出土しているo58はl a

－2の胴部破片。器内外に横位の貝殻条痕文

が施されている。器厚は5mno覆土出土。59

～61はI b-lo59は斜縄文と短縄文の組承

合わされた胴部破片。器厚は10m｡60は結束

第1種の羽状縄文を施した胴部破片。器厚は

10mmo胎土、施文などが59に近く同一個体の

可能性が強いo61はRL･LRの斜縄文のあ

る底部破片､底角は若干張り出す(X3a)｡

器厚は10mo59は底面出土o58．60．'61は覆

土出土。62．66．67は両面に入念な加工の施

された黒|雁石製の石鑛｡68は黒曜石製の石槍。

両面に入念な加工が施され、全体が薄身に作

られているo63･70はつまみ付きナイフ。い

ずれも表ini右側縁に刃部を作り出している。

63は黒|曜石製、70は頁岩製o64．65は加工痕

p-20
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Ｅ
ｏ
耐
。
“
ロ

生

ａ
’ b2020m

－

"溌卿鰯"聯"""噸”
｡

図37 P-20と出土遺物
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ⅢA地点の遺購と遺物

趣蚤畿
－ 64

篭露
－65

臓顕

くこ＞ 62

9 ■ 8 9

－66

雷簿

62

一､ 63

鯛

藩

63

‐69

６
”

6867
－68－67

<E､70

図38 P-20,出-l二の石器

のあるフレイク。64は頁岩、65は黒曜石であるo69は頁岩製の石槍片と思われる。両面とも入

念な加工が施されている。石器の重量は62 : (1.6)9， 63:5.09， 64 (0.8)9， 65: (08

9) 、 66: (1. 1) 9，67 : (0.4) 、 68:8.99， 69: (2.6) 9，70 (4.3) gであるo62～65

は底面出土、66～70は覆土出土であるo

小括時期はIb-1を伴うことから縄文時代早期に属する。伴出石器は石嫉・つま象付き

ナイフ・加工痕のあるフレイフである。覆土出土の石槍なども本遺構に伴う可能性が強い。石

槍は、 P－2 ．3のものと形態的に極めて類似しており、さらには遺構の規模・形態からゑて

もP－2 ． 3同様、墓の可能性が高い。

P-21 (図39)

K25c･L25d区ある。溌土は7層に分けられる。 I層は黒色土で基本層序のⅢ層に対比。

Ⅱ層は赤褐色土で基本層序のⅣ層。Ⅲ層はパミスを含む黒褐色土。Ⅳ層はローム粒を含む褐色

士。V層はパミスを含む黄褐色士。Ⅵ層は|階黄褐色土。Ⅶl智は粒性のある黒褐色土である。な

お、対比層序は旧層序である。平面形は長径1.32m，短径064mの長円形。掘り込み面はP－

2 ． 3と同じ層位であることが確認された。覆土は人為的な埋土の可能性が強い。壁はほぼ垂

直に立ちあがり、底面は平坦である。

遺物授土から土器18点、フレイク11点が出土したo71はI b-1の胴部破片o縦位に短縄

文が施されている。器厚は8nmo72はI a-2の底部破片。底角はX1o横位の貝殻条痕文が

施されている。
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ⅢA地点の遡樅と遺物

小括攪-kから出土した土器はI b-1に P－l
相当する。したがって、時期は縄文時代早期

企のI b-1の時期の可能性がある。本遺構の

規模．形態などからP－2に頬似しており、

墓の可能性もある。
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P-22

K26a･b区にある。攪土は1 1'曾で、細粒

のロームを含む茶褐色士｡¥Im形は長径1.40

m，短径0.93mのややひびつな長円形。底面

は皿状であるがrl1央部は平川である。

遺物底1iiiから径20cm程の扁平な礫が1点

出土したの象である。

小括時期・用途ともに不Iﾘjである。本遺

構の規模・形態はP－2 ． 3と類似してい

る。
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図39 P-21 ･22と出土遺物
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ⅢA地点の泄職と遺物

P-23(M40･41)

L25d区にある｡覆土は5層に分けられる。

I層は黄褐色の火山灰。Ⅱ層は多量のパミス

を含む茶褐色士。Ⅲ胸は細かし､粒子状の黒色

士。Ⅳ層は少量のパミスを含む黒色土oVIW

はパミスを含む黒綿色上である。平Im形は長

径158m，短径1.26mの長円形。壁はゆるや

かに立ち上がる。底Iniは堅くしまって、､る。

遺物73～78は底Im出土の石器o73～76は

黒曜fi製の石鍼。両面に入念な加工を施し全

体が薄身に作り出されているo77は頁岩製の

ラウンドスクレイパーo78は安山岩製のすり

石｡長方形のすりimiをもっている。重最は73

: (0.6)9，74 : (0.6)9，75 (1 .25)9，

76: (1.3)9, 77 : (4.3)9，78: (415)g

であるo土器は18点出土して↓るo79は土蛎

|擢（曠口部）から出土したI b-2の口縁

部破片である。口径は293cmo口縁は大きな

波状を呈し、 2本の貼付帯が施されている。

貼付帯上には縄が押庄されている。文様の幟

成はI｣縁部と胴中央部をI朋続する貼付帯によ

って区画され、その'制に2～4本の縦位の貼

付･帯が施されている。縦位の貼付帯は展開図

に示すとおり、波頂部の貼付帯は胴中央部の
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Ⅲ A地点の遺描と遺物
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図41 P-23出土の土器

貼付帯と接続するが、他に「．」の字状に完結するものもある。地文には|隅1.5～3cmのLR

斜縄文が5段横位に施文されている。80は組紐圧痕文のみられるI b-1の胴部破片。内而に

炭化物がｲ､1着している。器厚は5mm・樋土出土。

小括土器は曠口部からl b-2、覆土からはI a-3、 l b-1が出上しており、昭和55

年度の調査者は塘口部から出土したI b-2の時期の墓の可能性を考えているが、本遺跡にお

いてはほかに曠口部に土器を副葬する事例がないことから時期決定は困難かと考える。本遺幟

に伴う石器には石鍼、スクレイバー、すり石があり、石器組成から縄文時代早期のI b期であ

ることには違いない。
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ⅢA地点の遺櫛と適物

P 24

『

掴驚
r

c 、 d19.20m

〃"〃"ﾉ"”

'。M25a区にある。覆土は1暦で、少量のパ

ミスを含む黒色上。平面形は長径0.45m，短

径0.35mの長円形。壁はほぼ垂直に立ち上が

る。底面は』|と蝋である。

遺物81は黒I1擢石製の石槍？片。重量は

(3.6)gである。底面出土。

小括本遺樅に伴うのは石槍？片の象であ

り、時期を決定づけるのは困難である。用途

も不明。

、
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P-25

M25d区にある｡覆土は2層に分けられるC

l層はパミスを含む黒色土。Ⅱ層は黄褐色ロ

ーム粒を含む茶褐色土･平面形は長径0.84m，

短径0.80mの円形。土曠断面はポウル状で、

底面は小さく若干凸凹している。遺物は出土

していない。

小括時期・用途ともに不明である。
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図42 P-24･25と出土遺物
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ⅢA地点の遺櫛と遺物

p-26P-26

K25a･b区にある｡平Ini形は長径2.00m，

短径1.60mの長円形。底面は平坦である。

遺物攪L中から径040mの礫が1 IWil11土

しているの象である。

小括時期・用途ともに不明である。

zQ23

0 25

20，2

b2040m~a

P-27

L24d区にある｡覆土は2層に分けられる。

’層は微量のローム粒を含む黒褐色土。Ⅱ層

はブロック状のローム粒を含む黒褐色士。平

面形は長径0.65m，短径0.55mのややいびつ

な長円形。壁はゆるやかに立ち上がる。床Iii

は平坦である。

遺物攪土'二層部から礫1個出土。

小括時期・用途ともに不明である。
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図43 P-26･27と出土遺物
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ⅢA地点の遺椴と遺物

P-28

L24d区にある。擬士は2層に分けられるC

l層はバミスを含む潟色士｡Ⅱ層は黄褐色土。

本遺構は2つの土城が切り合い、破線がその

切り合い部分にあたる。北側の土蛎(P-28

A)が南側の土職(P-28B)を切っている。

Aの平面形は長径0.40m、短径0.24mの長円

形。Bの平面形は長径0.40m、短径0.22mの

長円形。

遺物82は黒|臘石製の加工痕のあるフレイ

ク｡83は安山岩のすり石｡重量は82 : 13.29，

835650gである。P-28Aの覆土出土o

小括A･Bとも時期・用途は不明。
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P-29

L24d区にあるo平面形は長径1.50m，短

径1.00mの長円形。南側に一段深い小土蛎が

確認されたが、本遺構に付随するものかどう

か不明。

遺物84は頁岩の加工痕のあるフレイク◎

重鼠は7.7go覆土出土。

小括時期・用途ともに不明である。

1 1

84

"44 P-28･29と出土遺物
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ⅢA地点の遺櫛と遺物

P-30
p-30

生
L24d区にある。平面形は長径0.84m，短

径0.64mの長円形。壁はほぼ垂直に立ち上が‐

る。底I鮒はやや凸凹している。

遺物授土からフレイクが1点出土。

小括時期・用途ともに不明である。
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P-31

L25b区にある｡覆土は2層に分けられる。

I層はパミスを含む黒褐色土。Ⅱ層は黒褐色

土o平面形は長径0.60m、短径0.56mのいび

つな円形。壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面

は平坦で堅い。遺物は出土していない。

小括時期・用途ともに不明である。
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ⅢA地点の遺繊と巡物

P-32

K25b区にあるo 3つの土塘が切り合って

いるoP-32･41の覆土は4層に分けられる。

I層は少量のバミスを含む黒褐色土。Ⅱ畷は

少尉のローム粒を含む黒褐色士。Ⅲ層はI暦

を混じた黄褐色士、Ⅳl轡は少量のローム粒を

含む照色士。平面形は長径094m，短径078

mの長円形。覆土は堅くしまり、人為的な埋

士である。底面は平坦で堅い。

遺物底面から単節の羽状縄文の施された

I b-1、礫1個、砂岩の砥石(85)が出土

している。砥石の重鐘は2109である。

小括時期はIb-1が底面から出土して

おり、縄文時代早期に閥する。用途は不詳で

あるが墓の可能性もある。なお、 P-32･33

・41の新旧関係は古33．41→新32である。
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■
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85
P-33

溌土は3層に分けられるo l層は多量のバ

ミスを含む茶褐色士。Ⅱl曹は少量のパミスを

含む黒褐色士。Ⅲ層は黄褐色ローム土。平面

形は長径(0.55)m，短径(0.50)mの円形

であると思われる。底Imiはほぼ平坦で堅い。

遺物は出土していない。

小括時期はI b-1以前か同時期であ

る。用途は不明。

P-41

覆土の土層はP-32参照o平面形は長径0.

58m，短径0.52m円形o底面はほぼ平坦で堅

い。遺物は出土していない。

小括時期はI b-1以前か同時期であ

る。用途は不明。

図46 P-32･33．41と出土遺物
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ⅢA地点の遺椛と遺物

P-36

L24d区にあるo覆土は4暦に分けられるC

l層は赤褐色の焼土。Ⅱ層も淡褐色の焼土。

Ⅲ層はローム粒に焼土が少瞳混入する黄褐色

土。ⅣI轡は黄褐色土。平IKi形は長径0.78m，

短径0.58mの長円形o壁はややゆるやかに立

ち上がる。底面はほぼ平坦で堅い。土壌中央

の曠I｣部において焼土を確認したが、炭化物

は承あたらなかった。

遺物綴上中から器外面の購耗したI b-

1の胴部破片が3点出土している。

小括時期はI b-1が出土しているの

で、縄文時代早期の可能性も考えられる。こ

の士塘は焼土が検出されているものの、炉跡

ではない。用途は不明である。
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L24d区にある。平面形は長径0.90m，短

径0.65mのややいびつな長円形o壁はゆるや

かに立ち上がる。底面はやや軟弱で凹凸があ

る◎

遺物覆土中からI aの底部破片2点とI

b－1の、縁部破片2点が出土しているo86

は短縄文とLR斜縄文の組承合わされたIb

－1の口縁部破片。口唇断而は丸頭状、器内

面に炭化物が付着している。器厚は5mm。

小括時期はI b-1の可能性もあるが確

言できない。用途は不明である。
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MI47 1)-36･37と拙上過物
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Ⅲ A地点の遺構と遺物

P 38

翻皇
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19‘84

L24c区にあるo覆土は4I曽に分けられる。

I層はパミスを含む黒褐色士。Ⅱ層は茶褐色

ローム士。Ⅲ層は黒褐色土。Ⅳ隅はローム粒

を含む黒褐色士。平面形は長径0.50m，短径

0.46mの円形。土壌の断面はボウル状。遺物

は出土していない。

小括時期・用途ともに不明である。
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K25b区にある。平面形は長径0.90m，短

径0.76mの長円形o壁はゆるやかに立ち上が

る。底面は職弱で凸凹している。遺物は出土

していない。

小括時期・用途ともに不明である。
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図48 P-38･39
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Ⅲ A地点の迩櫛と通物

3 遺物

（1） 土器群
l i il l ］

I群a－2類（図3 ． 4、図49-59,図64.65 139～157, 164～165)

I群a－2類ば、縄文時代!?.期の土器群のうち、貝殻条痕文・貝殻腹縁文・沈線文・刺突文

・貝殻押しツ|き文等の文様をもった土器群である。器形は平底深鉢を主体とするが、尖底深鉢

もある。当該期の土器群は文様の組み合わせから12の類型に分類が可能である。以下、各類型

について記述するが、個々の詳細な特徴につL,ては表3を参照されたい。

I群a－2類1 （図51 ．52－12～20）貝殻腹縁文を主体としたもの。 12･ 13が波状口縁、そ

のぼかは平縁である。 口唇断i前はすべて外側に傾斜(d)する。貝殻腹縁文には3種類の施文

具が確認された（腹縁文-a ･ b ． c)。 12～15は腹縁文aであり、腹縁文aは口唇にも施文

されてし、る。 口縁に施文されている腹縁文は、器全面を被麓するもの(12)、 まばらなもの

(13)、横位・斜位のもの(14･ 15)がある。な妬、 15の器内而には横位の条痕文が施文され

ている。 16． 17ば腹縁文aと腹縁文bの組象合わされた例である。腹縁文aは原体を縦位に押

し引きしたものである。腹縁文bは口縁上部に2本単位に施文されている。 18～20は腹縁文c

を口唇・口縁部に施文している例である。 18･ 19は櫛目状の押捺文がまばらに施される例。20

は醤な原体（一見、絡条体圧痕文肌）によって横位、斜位に施された例である。

I群a-2類2 (図51 ．52-21～28)貝殻腹縁文十沈線文を主体としたもの。25･26は波状

口縁である。21は沈線文による山形モチーフを描いたもの。口唇・口縁上部に腹縁文aが施文

されている。22～24は太めの沈線と沈線間を腹縁文aで充填した例。いずれも口縁部には縦位

の腹縁文aが施文されている。 22．24の口唇には腹縁文aが施されている。沈線内に刺突のあ
いi骨2）

るもの(2b)が22～24で認められる。25．26ば腹縁文cと2bの組み合わされた例である。

2～4本単位の2bとその空間を腹縁文Cで充填したもの。腹縁文cは口唇にもみられる。27

は2cと腹縁文cが組み合わされており、 2cの刺突は沈線文の交点に施される。腹縁文cは

口唇にもみ､られる。 28は沈線文十腹縁文cの組巍合わされた例である。腹縁文cは口唇にも翠

られる。

I群a－2類3 （図49･50-1 ,図51･52-29～32)貝殻腹縁文＋沈線文十刺突文を主体

としたもの。 lは全体の文様獺成が判別できる例である。口径は21.3cm･胴上部にある沈線を

区画文として、 口縁と沈線との間を腹縁文aによる菱形が描成されている。その交点には刺突

列(5b)が垂下する。洞ﾄﾞ半部には横位の条痕文が施文され、条痕文は器内面にも顕著に認

められる。腹縁文aは口唇にも施されている。29は沈線文とその交点に刺突列が垂下する例で

ある｡沈線文問は腹縁文aで充填されてL､る｡腹縁文aは口唇・口縁部内面にも施されている。

30は沈線文が横位に施され、その間を刺突文(5a)と腹縁文aが充填している。 ll可下半は押

し引き状の腹縁文aが縦位に記されている｡31ば口縁に近い胴部破片｡多数の沈線文が施され、

その交点に刺突列が垂下する。口縁部と胴部とを区画する2段の刺突列(5a)が横位にめぐ

る。刺突列ﾄ位は条痕文が施されている。口縁付近には腹縁文bが横位に施文されている。32

6(ノ



Ⅲ A地点の辿栂と遺物

は沈線文十その交点に刺突文が施された例。 口縁部・口醤に腹縁文cが施文されている。

I群a－2類4 （図53.54-33～38）貝殻臘縁文十刺突文を主体とするもの。33～35は腹縁

文a ． C+刺突文(5a)の組魏合わされた例である。腹縁文aば器外面全体に施されるのに

対して腹縁文cは口縁部あるいば口唇に限られている。口縁内面にも腹縁文cが斜位に施され

ている。刺突文ば横位に2段施文されている。36ば33～35の組魏合わせに垂ドする刺突列（5

a)の加わったもの。37は腹縁文a+刺突文の組象合わせ。腹縁文aは器内面にも施されてい

る。地文に若干の条痕文が認められる。38は地文の条痕があり、 凹唇・口縁部に腹縁文aが施

された例。垂下する刺突列(5b)がある。条痕文ば器内面にも施されている。

I群a－2類5 （図53．54－39）貝殻腹縁文十貝殻押し引き文を主体とするもの。 4条の貝

殻押し引き文が2段施文され、その空間に腹縁文aを充填。腹縁文aは口唇にも象られる。

I群a 2類6 （図49･50-2 ･ 4，図53．54-40～52)貝殻腹縁文十貝殻条痕文を主体と

するもの。 2は波状口縁・口径19~5cm･口縁詣よび口唇に腹縁文aが施文されている。地文に

は貝殻条痕文が器内外に認められる。40．45は地文に貝殻条痕文を施し、 さらに腹縁文aをま

ばらではあるが全面に施文している。 4， 41～44･46～46は口縁上部に腹縁文aをl～2条施

文した例。地文には横位の貝殻条痕文が施されている。 4は口径14cm･口暦に腹縁文aが施さ

れる。49～52ば腹縁文c (一見、絡条体圧痕文風）が縦位、横位に施文された例。腹縁文cば

口唇にも縦位されている。

I群a－2類7（図49．50－3 ． 5，図55．56)沈線文を主体とするもの。3は口径8，6画、

器高9cmo口縁は四つの波状をもつ。底部中央には焼成前の円孔が穿たれている。波頂部より

垂下する沈線文を基線として菱形のモチーフが構成されている。 5ば細い沈線文が器外面全体

に施されている例。53は横位の沈線文を基線として沈線による矢羽根状のモチーフを構成して

いる。54も同様の構成。55もややいびつな構成であるが、 53と同じモチーフ。53．55には地文

に貝殻条痕文がある。56ば沈線文と2bの沈線文が組み合わされた例。口唇および口縁内面に

腹縁文aが施される。

I群a－2類8 （図55．56－57～64）沈線文十刺突文を主体とするもの。57．58ば沈線文の

交点に刺突(5b)のある例。腹縁文aが口唇・口縁内面のある例。59の沈線文は浅い。60･

'61ば刺突列を基線として太めの沈線文が「<」の字状に施されている。62は地文に貝殻押し引

き文のある例。63は2段の爪形刺突文(5c)のある例。64は腹縁文aが口唇・口縁内面に施

されてし、る。

I群a－2類9 （図49．50－7，図55．56－65．66）刺突文を主体とするもの。 7は口径20

cm･器形は尖底の可能性もあるが断言できない。器内外全面に貝殻条痕文が施される。円形刺

突文が口縁上部に囲驍している。65の穿孔は焼成前である。66の腹縁文cは絡条体圧痕文のよ

うに見える。

I群a－2類10（図55．56－67）貝殻押し引き文を主体とするもの。地文に貝殻条痕文が施

されている。
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ⅢA地点の遣織と遺物
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図49 A地点出上の土器群(I I#a-2")
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Ⅲ A地点の潰柵と遺物
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図50 A地点出土の土器群(I群a－2類）
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Ⅲ A地点の泄樅と遺物

鍵
30

図51 A地点出土の･七器群(I群a－2類）
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ⅢA地点の遺構と遺物

図52 A地点出上の上器群(I"a-2M)
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m A地点の批柵と遺物
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"53 A地点出土の土器群(I群a－2類）
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m A地点の遺捗と遺物

図54 A地点出土の"|二器僻(IIWa-2")
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ⅢA地点の泄樅と遺物
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図55 A地点出土の土器群(I群a－2類）
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ⅢA地点の遺樅と遺物
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図56 A地点出土の士器群(I群a－2類）
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ⅢA地点の避柵と遺物
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MI57 A地点出-1,の土器群(I群a－2類）
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ⅢA地点の遺櫛と遺物
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図58 A地点出土の土器群(I群a－2類）
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m A地点の遺撒と泄物
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Ⅲ A地点の遺構と遺物

I群a 2類1 1 （図49．50－8～11,図55～59-68～91）貝殻条痕文を主体とするもの。75

～77の口唇には条痕文が施されている。9～11,78～84.88～91は口唇に腹縁文aを施した例。

85～87は腹縁文aを口唇・口縁内面に施した例。

I群a－2類12 （図59-92～100)無文を主体としたもの。 100には口縁上部に腹縁文Cを施

されている。

I群a－3類（図4～7，図60～63、図64.65-158～162）

I群a－3類は縄文時代早期の土器群のうち、隆帯（貼付帯)･縦位の条痕文・沈線文などの

文様をもった土器群である。器形ば平底深鉢を主体とする。 この土器群は、 さきのI群a－2

類ほど文様の変化に富まないが、 8の類型に分類が可能である。以下、各類型について記述す

るが、個々の詳細な特徴については表3を参照されたい。

I群a－3類1 （図60･61-101，図62･63-109-110)隆帯文十沈線文十縦位条痕文を主

体とするもの。 ’01は口縁と平行する隆帯文が1本囲饒する。沈線文ば隆帯に平行して上位に

1条、下位に2条施されている。隆帯上記よび口縁上部に短沈線（刻目）文が施されている。

沈線文の下位は縦位の条痕文が施され、 さらにその下位には横位の粗な条痕文がみられる。

109は隆帯ﾄﾞ位の沈線文間に刻目のある例。 110の沈線は隆帯貼付後の一種の整形痕と思われ、

明瞭な沈線文ではない。地文は細い縦位の調整痕（擦痕）が認められる。

I群a－3類2 （図5 ． 6-102･ 103，図62･63-111～124)隆帯文十縦位条痕文を主体と

するものo lO2は口後26.8cm，器高32.5cm。胎土には多量の白色不透明の混和物（軽石？）が

混入する。口縁に平行して隆帯が囲練する。隆帯上には半戯竹管と思われる工具による連続刺

突文(5d)が施されている。隆帯下位の地文として縦位条痕文が施され、その下位に粗い横

位の条痕文があり、以ﾄﾞ無文となる。 103は口径19.1cm，器高26.9cm･隆帯上には絡条体？

圧痩文が施され､縦位条痕文の原体も絡条体である可能性が強い｡111～114は山形の波状口縁。

いずれも隆帯上には竹管状の刺突文が施されている。 120～123の隆帯上は短沈線（刻目）文が

施されている。

I群a 3類3 （図62･63-125･ 126)隆帯文十沈線文を主体とするもの。沈線文は植物質の

ものを工具としている。隆帯上の刻目も扁平な植物質のものによって施文されている。地文ば

斜位の調整痕（擦痕）が認められる。

I群a－3類4 （図62.63-127～132）沈線文を主体とするもの。 127～131を波状口縁で波

頂部から垂下する沈線を基線として斜位の沈線文が描かれる。 130は5本単位の細沈線文。

I群a－3類5 （図62.63-133）刺突文十絡条体圧痕文を主体とするもの。横位の刺突列

(5a)が4段あり， さらに絡条体圧痕文が粗雑に施されている。

I群a 3類6 （図62.63-134）円形刺突文十縦位条痕文を主体とするもの。焼成前の外

→内の刺突が口縁上部に穿たれている。

I群a－3類7 （図7，図60， 61-104･ 105，図62･63-135･136)縦位の条痕文を主体と

するもの。 1“は口径10.4cm，器高16､5cm･縦・横位の細かい沈線状の条痕文が施されている。
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Ⅲ A地点の遺構と遺物

一
一 ’

一
一

I

I

！101

＝

’
102

=ヨー

04 8

107

5 06
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ⅢA地点の遺構と遺物
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ⅢA地点の遺櫛と遺物

I"63 A地点出上の土器群(I群a－3類）
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Ⅲ A地点の遺構と遺物
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Ⅲ A地点の遺擶と遺物

I群a－3類8 （図4，図60.61-106～108、図62.63-137. 138）無文のもの。 109の波

頂部に焼成前の外→内の円形刺突文が穿たれている。

I群b－1類（図8 ． 9、図66～69,図72～75）

I群b 1類は縄文時代早期のうち、 「縄原体」を用いて縄文・組紐圧痕文・絡条体圧痕文

などの文様をもった土器群である。この土器群は文様モチーフの変化が苦しいが、文様要素の

組み合わせから5つの類型に分類が口J能である。

I群b－1類1 （図9，図66.67-175～178,図72-191～200,図75-238～242)縄文十羽

状縄文を拒体とするもの。 175～177, 197～200IXRL+1､Rの羽状縄文を施した例。 194･ 195

はRL斜縄文、 191～193はLR斜縄文を施した例。 178はLの斜縄文を施した例。 175は口径

26.7cm，器高30.4Cmo

I群b－1類2 （図8，図66.67-179、図68．69－182． 183，図72～74-201～223)組紐

圧痕文十短縄文を主体とするもの。 179は口径14.2cmのボウル状の器形で、短縄文・縄線文の

施された例。 182ば口径33.1cIn、器高42.3cm。 この類では唯一完形品であり、全体的な文様構

成が理解できる。、縁部から底部までLR斜縄文・短縄文・組紐圧痕文が交互に7段構成され

ている。 183はLR斜縄文・組紐圧撰文・短縄文の施された例。201～208, 210～217は組紐圧

痕文・短縄文が施された例｡209は糾紐圧痕文の施された例｡218･220は短縄文が施された例。

219は短縄文・繩線文の施された例。221はRL･LR斜縄文による羽状縄文・組紐庄痕文・短

縄文の施された例。222はRL･LRを斜縄文による羽状縄文・短縄文の施された例。223はL

R斜縄文・短縄文の施した例。

I群b 1類3 （図66.67-180. 181、図74.75-224～234）絡条体圧痕文十短縄文を主体

とするもの。 180は口唇から口縁部にかけての貼付常のあるもの。絡条体圧痕文が口縁部に7

段施され、下位にはLR斜縄文が施されてL､る。縄文は口唇部にもみられる。 18は絡条体圧痕

文が縦・横位に施され，胴「半部はLR斜縄文と横位の絡条体圧痕文が交互に施されている。

224.233はLR斜縄文・短縄文・絡条体圧痕文の施された例。225･228･230～232は短縄文・

絡条体圧痕文の施された例。226.227.229ば絡条体圧痕文の施された例。234砿絡条体圧痕文

・刺突文(5a)の施された例である。

そのぼか、縄線文の施された例（235)、半裁竹管状工具による沈線文の施された例（236.

237がある。底部(図75-238～242)はいずれも底角は張り出す(X3a)。238"RL斜縄文、

239は絡条体圧痕文､240･242I#j:LR斜縄文・短縄文、 241は組紐圧痕文・短縄文が施されてい

る。

I群b－2類（図76.77-243～261)

I群b－2類は縄文時代早期のうち、縄文・組紐圧痕文・絡条体圧痕文・貼付帯を主要な文

様要素とした土器群である。

244．246．247．249は組紐圧痕文・短縄文・貼付.帯の施された例。 246．249の貼付帯上には

縄の押圧が駆られる。243は短縄文・縄線文・貼付帯の施された例。248は組紐圧痕文・貼付帯
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の施された例。250～255はLR･RL斜縄文による羽状縄文・貼付帯が施された例。250．253

の貼付帯上には縄が押圧されている。251～252の貼付帯上には刻目が施されている。254の貼

付帯上にば指頭状の押圧文が施されている。 256～258は絡条体圧痕文・貼付帯の施された

例で、貼付帯上には縄の押圧文が施されている。259～261はこの時期の仲間と思われる。259

～261には結束第1種の羽状縄文、 260にはRL斜縄文が施されている。

I群b 3類（図69･70-185、図77･78-262～275)

I群b－3類は縄文時代早期の土器群のうち、隆起線文・絡条体圧痕文・撚糸文等の文様を

もった土器群である。

262～266.268～271は隆起線・縦位の撚糸文の施された例。隆起線は平行線を主体として、

弧状または縦位の短かい隆起線が組鍬合わされる例もある。267は無文地に縦・横位に隆起線

文を施した例。 185･272･273iXRL斜縄文・隆起線文の施された例。273には結束第2種が翠

られる。 274は絡条体圧痕文・撚糸文・隆起線文の施された例、 275は絡条体圧痕文・隆起線文

の施された例である。

I群b 4類（図68.69-184、図70･71-186～189,図78･79-276～292)

I群b－4類は縄文時代早期のうち、縄文・撚糸文などの文様をもった土器群である。とく

に撚糸文が特徴的である。

276～279は斜位の撚糸文を施した例。280･281は2本組糸の撚糸文が羽状に施されている。

186． 187．285ば口縁に平行して数本の撚紐を押圧し、下位に羽状の撚糸文を施したもので、

187"2本組魏である。282･188ば口縁に数段短縄文が施され，下位に羽状撚糸文のある例。18

9は188と同一個体であるo283．284･291 ．292ば撚糸文の施された例。291･292は底部近くの

破片である。286．287．289．290は結束第2種のある例。286．287には撚糸文、 289にはRL

斜縄文、 290には短縄文とRL斜縄文が施されている。288は2本組みの撚糸文の施された例。

Ⅱ群a 2類（図70.71-190)

縄文時代前期の土器である。胎土に多拉の植物繊維を含有している。 口径は約31 .7cmO Lの

斜縄文が粗雑に施されている。

Ⅳ群b類（図79-293.294）

縄文時代後期の土器である。口縁上部に若干の無文帯をもち、 トー位はLR斜縄文が施される。

澱1 Ⅶまとめで述べるが、 I群a類ば当センターの従来の土器分類であるが、 これは当遺跡で細分した

ものである。

注2 文様要素の分類記号であり、Ⅶまとめを参照されたい。
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EI66 A地点出土の土器群(I"b-1類）
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図67 A地点出土の土器群(I群b－1類）
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図68 A地点出土の土器群(I群b－1～3類）
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区169 A地点出土の土器群(I群b－1～3類）
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図70 A地点出土の土器群(I群b-4類・Ⅱ群a類）
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188

図71 A地点出土の土器群(I群b－4類・Ⅱ群a類）
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図72 A地点lll-この-|1器群(I群b－1類）
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図73 A地点出七の土器群(I群b－1類）
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図74 A地点|||土の土器群(I群b－1噸）
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表3 A地点出土土器一覧

|刃誰号分 馴 部位口緑.

］ ！ 』2-3 ’ ； Ⅲ ］
2 1 a2－6 1 1 Ⅲ3

3m12－7 個1ドロ2

4 I a2-6 1 l l l
5 1 m2－7 1 ］ 1 1

6 1 p2－8 1 1 Ⅲ1

7 I a2－9 1 1 12

I a2－ll 個体 1 28

9 l a2－ll 個体 Ⅱ1

10 l d2－ll I l 12

11 l a2－11 ， l l l l

l2 1 ，2－1 1 1 Ⅲ2

鼎::三川 Jf
l5 I m2－l l j 12

16 I p2 l I 」 12

17 I a2－l I」 12

18 I a凶－1 1 ’ 12

19 I a2－1 ［ 1 12

20 l a2－l l I 12

21 1 a2－2 1 1 12

理 1 12－2 1 1 12

野 1 12－2 1 1 1 1

24112－2 1 1 12

弱 1 ，2－2 口 Ⅲ2

26 1 ｡2-21 1 m2

27 I 制2－2 1 1 Ⅱ2

28 【 日2－2 1 1 12

29 I p2－3 I ｜ Ⅱ3

30 1 ，2－3 1 1 13

31 l a2－3 胴

32 1 且2－3 ［ ｜ 12

33 l u2－4 1 1 12

34 1 Ⅱ2－4 ［ 1 12

35 l a2－4 1 1 12

36 1 12－4 i I 12

37 1 12－4 1 1 ロ2

33 1 ．鯉－4 u Ⅱ2
39 1 ，2－5 1 1 12

40 1 a 2-6 I 1 12

41 1 ， 2－6 1 1 12

42 i a2－6 1 1 12

43 I a2－6 1 1 12

44 I n2 6 1 1 り3

45 1 日2－6 1 ’ 1郡
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Ⅲ A地点の遺櫛と遺物

（2） 石器群

A地点から出土した石器・フレイク・石核・礫の総数は17,245点にのぼる。Ⅲ～V層からの

出土品が多い。その帰属する時期は土器群からみれば、Ⅲ層出土のものは縄文時代早期～後期

の幅が考えられるが、Ⅳ･V層は縄文時代早期に限定される。 Lかし出土石器の形態や土器群

の数量など考慮すれば、そのほとんどが縄文時代早期に属すると考えて大過なかろう。 しかし

ながらその細分時期のいずれに該当するかは、一部の石器を除L､て判断を下す根拠に欠ける。

したがって， ここではとくに細分土器群との比定は行わないことにする。

石器の器種は石鍼・石槍・石錐・つま黙付きナイフ・スクレイパー・加工痕のあるフレイク

・石核・石斧・たたき洞・石錘・砥石・すり石・石皿が確認されてL,る。以卜．、器種について

記述するが、個々の石器のデータは表4を参照されたい。な為、石器分類の記号は当センター

の分類に基づいている。

石錐（図80～83 1～199）

形態別・層位別に配列してある。 l～35. 195がⅢ層、 36～84･ 196がⅣ層、 85～183. 191 ･

194･ 197～199がV層、 184がⅥ屑である。

Ⅲ用: 1～5 ･ 8 ･ 15が明瞭な茎をもつもの。 6 ･ 7 ･ 9 ･ 10･ 19は、茎が明瞭にみられな

い、基部がひし形ないし丸味をもつものである。 1､1 ･ 12･ 14は最長幅が尖頭部にあるもの。 22

は三角形のもので基部がやや湾入している。23は明瞭ではないが五角形に近いもの。基部が平

坦である。 24はやや幅広の鎌。基部は平らに近いが、若干湾入気味である。 25～31 ．33～35ば

細身で薄味のもの。27は茎部が熱を受け白っぽくなっている。32は鍼の未成品かと思われる。

Ⅳ層： 37．39は明瞭ではないが茎がある。36．38は茎がなく柳葉形のもの。40は五角形の大

型鍼である。41～45は三角形のもので、 L,ずれも茎部が若干湾入している。52･53には主剥離

面が残る。54．55は五角形で薄身に作られたもの。58～80, 82～84は細身で入念な加工の施さ

れたもの。

V層：85は茎が明瞭に悪られるもの。86は五角形の鑑｡87．88は茎が明瞭でなく、ひし形を

呈している。89．90は妓大幅が尖頭部にあり、細身で薄く作り出されている。91～95柳葉形で

作りがやや粗雑なもの。96～167は細身で薄く作り出された柳葉形の雛である。 168ば縁辺部に

加工が施されたもので、基部が湾入する。 172は雄大幅が尖頭部にあり、細身で薄く作り出さ

れている。 181～183はフレイクに簡単な加工を施しただけの雛、 195～198は槍先の可能性もあ

るが、一応雛としておく。 199は五角形の大型擁である。薄身で入念な加工が施されている。

石槍（図84･86 200～220)

203がⅢ層、 204･2"～208がⅣ層、 200～202, 2"～217がV層からの出土である。203･215

はかえしの明瞭なもの。200．201は入念な加工が施され、薄身に作り出されたもの。210．211

ば細身で断面が丸味をもっている。

石錐（図85.86-221～253）

221がⅢ層、 222～234, 251がⅣ層、 235～250･253j3V層の出土鮎である。221･222･225は
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Ⅲ A地点の遺構と遺物

棒状の刺突部をもつもの。230．232．234．246～248．250．251はフレイクの一端にかんたん

な刺突部を設けたもの。226～229, 231, 233, 235～244， 249．252．253は石鑛・つま象付き

ナイフ・石棺ないしその未成品に刺突部が作り出されたものである。

つまみ付きナイフ（図87～93-254～385）

254～258がⅢ層、 259～315がⅣ層、 316～328がV層から出土したものである。254は二次加

工が表面（図左側）全体に施され、右側縁部が急角度の刃部をもち、表面（図右側）のつま染

部および右側縁部に細かな加工が施されている(mA1)。殆どがこのタイプに属する。256･

257は二次加工が縁辺部にの象施されている(mA3)。306は両面加工のナイフである（ⅢA

4）。つま象付きナイフはこの3種類が確認されている。ⅢAlは形態に、尖頭形（たとえば

j280)、半月形（たとえば268)、一側縁（刃部）が極度に湾入しているもの（たとえば267)、先

が幅広のもの（たとえば353）などバリエーションが認められる。ⅢA3は概して作りが粗雑

である。ⅢA4は尖頭状のものが多い。

スクレイパー（図94～98-386～450）

386～388がⅢ層、 389～410がⅣ層、 411～450がV層から出土したものである。386･387･

392．395．396．402.405．415～418．423．424．426．427．432～434.437が縁辺全体に加工

の施されたスクレイパーで､形状は円形を基本としている｡389･391･393･411～414, 425･431

が下端部（エンド）に刃部のあるスクレイパーである。400･4M･435は両側縁に刃部のある

スクレイパーである。

石核（図99～101 451～474）

451～472はV層から出土。ほとんどの石核には板状の角礫が用いられている。剥離面は一定

せず、大半の石核が原石面を残している。463･466･469･471 ．472ば主剥離面をもった残核

である。なお， 451～469は一括資料である。

石斧（図102～105-475～515)

475～479はⅢ層、 480～488･510･513ばⅣ層、 489～506･508･511～515はV層出土。ぼと

んどの石斧は475のように擦り切り痕を残している。形態的には48lのように大型のものと、

502のような小型がある。480は刃部だけが磨かれているもの。483の側縁には敲打痕が残って

いる。507にば剥離調整された刃部が作り出されているが、磨かれていない。両刃が幟とんど

で、明瞭な片刃斧はないが、 494．499～501はやや片刃に近し､ものである。 509～515は擦り切

り痕のある石斧残片である。

たたき石（図103･ 105 517～525)

517．518．522ばⅣ層、 519～521･523･524iXV層出土。516には2か所の敲打痕が認められ

る。517は長円形の礫の両端に敲打摸がある。518は本来はすり石なのであろうが、擦面に敲打

痕が認められる。519は扁平な礫の両側縁に敲打膜がある。521はすり石とたたき石の用途を有

するもので、周縁に敲打痕がある｡522～525は扁平な円礫の平らな両面に敲打癌が認められる。

石錘（図l鮎～1"-526～6")

I()3



ⅢA地点の遺構と遡物

526はⅢ層、 527～552はⅣ層、 553～606はV層からの出土である。大半が長軸両端に打ち欠

きのある錘。551 ･552･599．603は短軸両端に打ち欠きをもつ。548にば打ち欠きを結ぶよう

な擦痕が両面に認められる。

砥石（図110～111-607～624)

607．608はⅢ層､609～614ばⅣ層､615～624はV層出土｡607･610は片面に砥痕のあるもの。

6"～612･615～621は両面に砥痕のあるもの。612は石鋸で刃部が直線状になっている。613･

614．622～624には砥面に溝が認められる。

すり石（図112～121-625-760）

625～633はⅢ層、 634～671はⅣ層、 672～742はV層出土。Ⅲ層：625～628.631～632は断面

が隅丸三角形の礫の稜を擦ったもの。625～628には擦面がlか所、 631･632には2か所ある。

629.630は扁平な礫の側縁を擦ったもの。擦幅はせまく、 lか所。633は扁平な円礫の平担

な面を擦面としている。

Ⅳ層： 634～668は断面が隅丸三角形の礫の陵を擦ったもの。634～660にはlか所、 661～667

には2か所、 668には3か所の擦面がある。669は礫の稜ではなく、平坦な面を擦ったもので、

擦面は2か所ある。670は扁平な礫の側縁に擦面があり、平担な面にも一部擦った痕が認ぬ

られる。671は扁平な円礫の平坦な面に擦面があり、側縁の一部にも擦った痕がある。

V層：672～742は断面が隅丸三角形の礫の稜を擦ったもの。672～730には擦面がlか所、

731～741には2か所、 742には3か所ある。758～760は出土層位不明。いわゆる北海道式石冠

で敲打により握り部が作り出され，幅広の擦面をもつ。

石皿（図122～124-761～774）

761はⅢ層、 762～766はⅣ層、 767～773"V層出土。761は長軸が66qnある大きな礫で、平坦

面に擦面がある。使用面は円錐状のくぼ象になっている。762．764～766･768･769･771は板

状の礫の平坦面に使用面がある。762．766．771は片面、 764．765．768．769は両面に使用面

がある。763.767.772～774は扁平な円礫ないし、その破片に使用面のあるもの。763．676．

772.774は片面、 773ば両面に使用面がある。770ば角柱状の礫の一面に使用面がある。
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Ⅲ A地点の遺櫛と遺物
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Ⅲ A地点の遺櫛と遺物

書肇墨~舎塁患患患鍵~患 雲霞雷雷h

-140-141 <二二EW' ~C"-1"-145

雲零塞零騨雷雲雲霧塞寧瀞
驫響謬露

q ■

雪謹繊 驫驫雲霧 雷雲一,"‐”鐘鑿－．－．辱零一”
－154‐155 ， ，

鵬
くこ＞ 156 ‐159

溌塁驫簿雷雲需雷曹雪零 つ’70

二．163‐164－165 ○￥69

篝簿 騨鍵
－171

_、

霧
－

178

審
188

馨篭雲霧
－193

A ハ

－190＝＞ 191

懲鯵~ 畿畿鍵患~
＝二＞ 195 ＜＝＝＞ 196 一二＞ 197 ＜＝198－199

図82 A地点出土の石雛

107
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ⅢA地点の遺櫛と遺物
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Ⅲ A地点の避牌と辿物

零雷諺琴
◇ 223 ◇ 224

･ 225p 222
◇ 221

職
△231

● 229

C 228

◇ 227

○ 226

謬雷電
－233

232
●

零
○ 236

○ 237

238
0

● 239

、 248
● 245V V

~へ、

ム〉 244

零零零零
●250

° 249 輻＝ 251

図85 A地点出土の石錐

IJO
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Ⅲ A地点の遺櫛と遺物
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Ⅲ A地点の遺櫛と遺物
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Ⅲ A地点の遡構と適物
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ⅢA地点の遺構と遺物
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ⅢA地点の遺柵と遺物
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Ⅱ A地点の遺構と遺物
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Ⅲ A地点の遺構と遺物
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ⅢA地点の遺構と遮物
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ⅢA地点の遺櫛と遺物
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m A地点の遺構と遺物
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Ⅲ A地点の遡椛と遺物
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ⅢA地点の遺構と遺物
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Ⅲ A地点の遺雛と遺物
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Ⅲ A地点の遮構と遺物
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Ⅲ A地点の遺櫛と遺物
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ⅢA地点の遺繼と遺物
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ⅢA地点の遺柵と遺物
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Ⅲ A地点の過描と遺物
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Ⅲ A地点の遺構と遺物
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Ⅲ A地点の遺櫛と遺物
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ⅢA地点の遣織と避物
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Ⅲ A地点の世榔と遺物
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ⅢA地点の遺櫛と遺物
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Ⅲ A地点の遺樹と辿物
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ⅢA地点の遺櫛と遺物
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Ⅲ A地点の遺構と遺物
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Ⅲ A地点の迩構と遺物
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Ⅲ A地点の遺櫛と遺物
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Ⅲ A地点の遺櫛と遺物
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ⅢA地点の遺櫛と世物
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ⅢA地点の遺枇と遺物
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ⅢA地点の遣樵と遺物
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Ⅲ A地点の遺構と迩物
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図122 A地点出土の石皿
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Ⅲ A地点の遺構と遺物
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図123 A地点出土の石皿
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ⅢA地点の遺構と遺物
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図124 A地点出土の,門Ⅲ
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ⅢA地点の遺構と遺物
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図125発掘状況（'鷺)および完掘状況（下）
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ⅢA地点の遺柵と遺物

図126避物出土状況 上: L23a区出土のI群a－3類土器

一ド: L26a区出士のI群b－1類上器

ﾉ5ノ



II A地点の遺構と遺物

L24d区出上のI聯b－3類土器
K24c区出土の,行斧

図127遮物出土状況 l~
l、

J52



ⅢA地点の遺構と遺物
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鱒石 K四bM23｡ i
M25b ‘

K泌b

K2flb

K24b

K24b

K24b

M24b

L弱c

M24d

L24E

~
~
~
~

石

石

石

石

ｆ

Ｃ

ｂ

麹
乱
酔
誹
塾
誹
細
祁
翫
鄙
麹
己
跡
酔
・
鶴
塑
鎚

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｋ

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｍ

Ｌ

鋤

Ⅳ上

Ⅳ

ⅣとV

の間~
別

配

郵

IA2ai (0.8)
4

1A2U1 （0.4）浦 石
型1石

35石

坊石

37 石

巽 石

391石

軸’石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

~

蛾

蝋

蟻

眼

雌

堪

蟻

蝋

唯

峨

峨

IA2n

IA2a

lA2b

lA2a

IA2n

lA2a

lA5

１

１

１

５

１

１

６

３

４

７

４

６

４

凸
叶
■
■
■
甲
甲

０

０

０

０

１

１

０

Ｉ

Ｉ

１

１

く

乃

帥

副

駝

鴎

斜

舗

妬

暁

煙」 IA2a

蟻・ IA4

眼 IA5

Ｆ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

中

Ｖ

唯

Ｖ

~
~
~

I

l Ha－Sh峨

鰹

堪

錐

蛾

蛾

唯

雄

一

IA4

lA5

IA7

IA3

IA3

IA3

1A3

1A3

Ｉ

．

【

叩

ｄ

■

■

叶

Ｂ

■

８

９

Ｂ

３

３

８

ｓ

一

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

０

０

０

０

Ｏ

Ｏ

Ｈ

LZJb

M型a

L四b

K配l〕

L垂E

K麓b

IA2b （0.6）

IA4 （0.7）

IA4 （2.0）

lA6 1．0

1A6 1．3

石

石

石

石

石

41

42

43

44

45

1

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

88‘石

89 石

帥石

l

inl lA6Hm－Sh

ﾉ53



Ⅲ A地点の遺祷と遺物

一 士

質|発踊区|間位
〒 1－一

L型。 ’ V

L26c V

L24d V

K巽E V

L器。 V

L踊c j V下

L海b V下

L24c V下

L海b V下

L24c V下

~図~~岱号器
~~ ~~

I分顛 虹凰t) 材

IA咄 q3 Obg

咽恭鼎悟＃
' - - 壬 一一一

91fi

種

雄

堆

雌

継

鰹

堆

鑑

雌

鑑

蟻

雄

鍛

雄

敏

雄

錐

鑑

懸

錐

~~
観

蝋

迩

娘

蝋

触

堪

雄

雌

雄

魁

蟻

鮭

雄

雄

分

一

Ｉ

１

１

唖屋(9) 材

IO,75) Ob

(1.3) Ob

(1.51 Ob

剛

A2m

A2四

A壁I

質‘

3 ，

日 ロ

9 ，

発掘区 層位

141 石

1‘12 石

''13 石

144 石

145 石

146石

147 石

ﾙ18 石

149 行

l卸石

'5! '石

V下

V 上

可卜

V

V

V

V

V中

V

V

V

V

V

V

V
p

W
b

V

V

V

V

V

V

1r
W

V

W
Y

V

V中

V

W
Y

V中

Ⅲ

V

V

17
V

V F

V

V 上

V

V

V上

V

V上

V下

ａ

Ｃ

可

．

白

ｂ

ｂ

ｂ

ｃ

ｂ

ｂ

、

口

Ｃ

Ｆ

Ｄ

ｂ

ｃ

ａ

ｃ

聾

謁

酪

濁

零

濁

鎚

郡

野

雪

型

墾

訂

弱

Ｌ

Ｍ

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

石

帝

抑

》

伽

1A#1

1A‘1

1A4

IA4

IA2臼

IA2p

IA2D

、

〃

』

Ｔ

＆

少

。

Ⅱ

丁

９

甑

帥

(q5） 0b8

’
１
■
Ｐ
Ｊ
１
■
Ｐ
Ｊ

６

０

１

血

Ｌ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

３

３

ｇ

ｂ

ｂ

ｂ

Ｏ

０

０

IA2a l (0.8)

IA2a （0．7）

IA2n （0-8）

IA2m （1.0）

IA2n （0.7）

､ Ob3 ，

Ob白，

Ob3 ，

Obョ ，

Ob9 ､

Obs 、

Ob9ゞ

Obョ ，

~ Ob9 ，

Obs ，

Obg ，

Ob5 ､

| ｡"
Obさ ，

Obg ．

Ob5 ．

Obg．

Obg‐

‘ Obs ，

~ 0b3 ，

0b3 ，

0h斗．

Ob3‘

0b8．

0b3．

0b8 ，

0b3．

Ha－Sh

Hu－Sh

1 Hp－SI1

「 Ha－Sh

Obg ．

065．

H且一Sh

Hu－Sh

Ob9 ‘

Oba？

H皿一Sh

95’個

艶宿

97 石

98 石

的荷

1(、石

J
’

0．7 Ob3

(0,6） ob9

(0.6） 0hs

、 尻 Ob3 M塑皿 V

M聾。 V下

M鋸。 V

K26b l 『

M路d V

M26a V

K弱d V

L22d v

1A2回 0．5 ob3

1A2．（)－6 0hs

1A2m ｛),8 Obさ

IA2a

lA2n

IA2a

IA2n

lA2u

IA2a

ＩｑＩｉ

ｈｄＰ

ｑ
０
Ⅱ
！
ｄ
‐
も
ｌ
ｉ
ｆ
‐
１
１
Ｊ
Ｊ
、
ｌ
Ｊ
Ｊ

９

７

０

９

６

４

ｈ

，

肥

’

０

１

町

・

叶

申

士

Ｉ

ｆ

Ｉ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

く

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

l
i｜101 石

102 石

103 イi

l岨1編

、

‘
1 卜

ﾄ

･

1

(0.5） Ob3IAZn

lA2n

lA2p

IA2a

lA2n

lA2n

lA2p

lA2a

蛇

銘

別

弱

郡

読

鎚

騨

帥

Ｉ

１

１

１

１

１

１

１

１

石

石

石

石

石

石

石

石

石

Ob8

⑪h9

Ob5

１

１

５

５

ｌ

他

Ｑ

Ｌ“面|雨 鎧 IA2n
I

Ｉ

ｑ

１

㎡

、

Ｉ

Ｉ

Ｊ

１

１

１

Ｊ

‐

も

ｌ

Ｊ

ｆ

‐

も

ｌ

Ｊ

ｆ

‐

も

ｌ

ｆ

ｒ

」

ｑ

ｌ

ｐ

ｒ

可

ｑ

■

１

Ｊ

当

Ｉ

ｐ

ｉ

Ｉ

ｆ

」

、

１

１

Ｊ

１

１

Ｌ

ｉ

Ｊ

ｑ

ｑ

Ｌ

Ｐ

Ｊ

」

１

ｂ

Ｐ

Ｊ

言

‐

「

〉

ｉ

ｂ

Ｐ

Ｊ

」

ｑ

ｌ

ｆ

ｒ

１

１

■

Ｐ

Ｊ

ｑ

喝

ｂ

Ｐ

Ｊ

‐

、

ｉ

ｊ

ｒ

ｑ

１

日

Ｐ

げ

ゆ

骨

弔

ｎ

画

□

オ

ヨ

勺

４

４

“

両

〆

Ⅱ

｛

叩

生

「

唖

』

４

ユ

“

一

叩

Ｒ

ｕ

内

ｈ

Ｕ

。

『

叩

幻

哩

。

ｎ

判

』

１

Ⅱ

耳

〈

叩

。

昼

、

〕

（

ｈ

Ｕ

《

肘

Ｕ

戸

《

』

‐

「

４

▲

｛

叩

ｕ

，

）

ｎ

ｕ

ｐ

］

一

金

Ｊ

子
士
士
申
厚
士
士
甲
凸
叶
甲
甲
■
■
申
士
■
士
申
士
■
■
■

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

４

２

１

１

ワ

］

１

０

Ｏ

Ｉ

１

１

Ｉ

く

く

く

ｉ

ｆ

Ｉ

く

ｉ

ｆ

１

１

１

１

１

Ｉ

Ｉ
（0.5）

K零C l

1帖1石

107 石

'" w
1脚 石

110石

111石

l？l Ob＄ 雄

雄

触

触

峨

峨

雌

雄

IA2a

lA2a

lA2m

IA2n

IAZa

lA2a

IA2a

IA2a

ｂ

に

ｂ

ｂ

Ｅ

ｂ

ｂ

も

ｂ

ｃ

ｂ

ｂ

ｂ

ｅ

Ｅ

ｄ

ｄ

ｂ

ｄ

Ｅ

ａ

ｂ

Ⅱ

ａ

ｈ

ｄ

。

割

濁

坊

型

弱

劃

型

鉛

雷

錫

弱

妬

説

錫

騨

濁

虹

郵

劉

型

艶

鱈

型

配

斜

鰯

劉

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｍ

Ｈ

Ｌ

Ｍ

Ｌ

Ｍ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｍ

Ｌ

Ｌ

１

１

１

９

１

０

仙

仏

仏

Ｊ

Ｉ

Ｉ

上

中

Ｉ

Ｊ

ゞ

ｒ

ｒ

ｒ

Ｊ

－

Ｉ

－

Ｊ

〆

‐

！

上

上

中

下

ｒ

牛

Ｉ

下

下

！

↑

ｒ

Ｔ

Ｊ

！

：

！

上

１

？

Ｉ

叩

１

甲

１

１

ｐ

ｒ

ｐ

ｒ

~

Ｔ

ｂ

１

７

丁

Ｖ

１

Ｖ

１

面

１

０

１

Ｖ

Ｔ

ｂ

‐

‐

１

ｔ

１

１

１

１

１

Ｖ

Ｆ

Ｆ

ｒ

Ｆ

１

~

~

ｒ

ｌ

１

卜

Ｆ

Ｔ

ｈ

ｒ

け

１

７

Ｔ

、

１

甲

１

も

１

Ｖ

－

１

Ｊ

１

１

１

～

、

１

１

、

、

１

～

３

３

３

ｂ

ｂ

ｂ

Ｏ

０

０

け

．

ｃ

６

ｂ

。

．

屯

Ｉ

ｂ

ｃ

ｃ

由

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

岨

ｅ

ｆ

Ｅ

Ｃ

○

ｂ

司

り

に

Ｅ

弱

弱

型

郡

鋸

お

座

閉

馴

濁

鎚

臨

型

郵

飢

聾

認

郡

濁

弱

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｍ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

魅 1A2函（1.0） 0b3

雄ⅢA2、 （17） Obさ

|:|：IA2n

lA2田

IA2a

Obs

Obg

Obg

Ohg

Obg

Ob3

0bョ

石

擶

石

雄

鑑

錐

ザ

』

３

４

１

１

１

１

１

１

１

１

３

５

９

Ｌ

乢

帆

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

行

石

石

石

石

石

石

鎚

刷

鶴

鮎

嗣

錦

印

加

、

花

詔

別

乃

花

万

沼

門

別

、

ゆ

凸

由

１

４

己

■

４

士

４

４

■

Ⅱ

４

ロ

ー

且

句

令

▲

ロ

ー

上

画

０

４

『

Ｉ

凸

ロ

ー

且

ユ

ー

上

廿

’

し

‘

１

１

ロ

ー

Ｉ

１

４

凸

１

４

ロ

ー

上

餓 IA2軋

触 IA2軸

堪 IA2m

石

石

５

６

１

１

１

１

錘 IA2{L （LI）

IA2m （1．41

1A2m （1.0）

IA2n （1.1）

魅

錐

錐

福

石

〔

ｄ

Ｊ

（

ｘ

》

１

１

１

１

蟻

堪

雄

IA2a

IA3

錐 IA2n （1．1） Ob5

蟻・ IA2L 1 （0.7） ob3

錐 1A2曲 （1．2） Obs

鯉 lA2a （U'9｝ 0b忠

雄 IA2n （0．9） （〕b5雄 IA2n （0．9） Ob5

119 禍

'抑{1

121 石

IA4
I

:| |鰯
岨 IA6

鰻 IA2a

蛾 IA2n

雄、A2、

雌 IA2n

' ’

1 ！

’二
面
甲
二
曲
Ｊ
旦
卑
１
勺
１
．
勺
ウ
ー

ナ

ャ

ｒ

生

Ｔ

ｔ

丁

化

丁

化

塑

闘

剖

弱

踊

１

１

１

１

１

雄 IA2a （0.5）

雄 IA2q （1.2）

0bョ

Ob3

Ob3

oIJ 3

OI〕 S

Ob s

Obg

錐l IA2組 ｊ

ｊ

１

１

９

１

９

８

他

’

仇

他

l野石

l配忍

129 ¥7

1卸石

131 石

唯

堪

錐

雄

雄

雄

鎧

蟻

謹

盤

堪

鐘

峨

蛾

IA2m

lA2n

lA2u

L25a IA2n

IA2n (2.0)

IA:i l (1.5)

IA4 （0．9）

IAB 0．8

堪

鯉

雄

銀

ｂ

ｂ

ｄ

Ｃ

Ｃ

ｂ

ｈ

Ｃ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

尼

闘

鎚

劉

毎

墾

剖

郡

郵

泌

劃

塑

醒

調

Ｌ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｍ

Ｋ

Ｍ

~’1A2口 （OB）

’ 181 石
L

1A2町（O‘8） Ob＄

IA2m （0.9〉 0b日

準1 1AB
i

l

I

亜

鵠

乳

調

１

１

１

１

Ｆ
仙
唾
や
戸
知
予
知

石

石

石

石

石

石

石

石

銀

蛾

蛾

錐

餓

岨

鯉

雄 悪

IA8

IAB

1A4

睡

鵠

別

鵠

郡

師

錦

酌

Ｉ

１

１

１

１

１

１

Ｉ

I Ha－Sh

Hn－Sh

‘ Aga－Sh

l Ob8．

0b9．

0hJ、

0hｺ．

| ･‘‘~Ob3，

１

４

９

１

■
甲
甲

０

０

２

’IA2a

lA2a

lA2a

IA2m

lA2n

lA2n

lA2凸

lA2m

１

１

ｊ

ｊ

１

１

Ｊ

１

６

４

５

４

４

４

４

５

土
中
士
■
■
■
■
■

０

０

Ｏ

Ｕ

Ｌ

０

０

０

０

Ｉ

１

１

１

１

１

１

Ｉ

Obs

Db9

Obg

Ob邸

obョ

ob9

obg

Obョ

V下

Ⅵ

不明

C閏

｝レンチ

C詞

不叩I

C閲

Ｌ

Ｋ

Ｍ

Ｌ

Ｍ

Ｌ

Ｍ

Ｌ

ａ

厄

、

仁

皿

Ⅱ

１

．

皿

路

跳

躍

飢

理

劃

配

鋸

IA5 1．2

1A4 （0.7）

IA51 (1･8)
IA4 (1.0)

1A4 q7

IA2a 1－3

1A4 0．7

1－3

l妬1石

13列石

l粥 イゴ

'39 石

l‘10 忍 銀 IA2a ’190 石

j5イ



Ⅲ A地点の遺構と遺物

一

発掘区

L葛c

K調b

M睡d

M2jib

M解d

L26c

L坊d

L銘6

M海b

L26d

M露b

L24B

M25b

lM麹b

位~~

１二

図番号|器
五一 中 1

191 1石

192 石

193石

l制石

1弱石

l蝿石

197石

1蝿石

分類亜量(9) 材 質発掘区瑠位 ；図
IA公L （1.5） Hn－Sh・ KZ3C V

括号|器梱

触

雄

避

峨

峨

触

雌

眼

梱

誰

推

推

誰

誰

誰

錐

誰

分類

UA2

IA2

IA2

ⅢA2

ⅡAl

ⅡA1

ⅡAl

ⅡAI

血量(9) 材 質
一 1

(4~l) Hm-Sh.

3．3 H1－Sh．
ｆ

ｋ

Ｖ

ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｙ

Ｖ

ｗ

ｗ

趾

Ⅳ

Ｖ

趾

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

岬

肝

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

肝

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

肝

Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ

Ｖ

昨

吐

Ｖ

肝

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

上

咽

~24, l石
IA2m (1.2) Oba

IA2a (0.9) Obg

IA2a (0･6) i obs
IA6 (3.2) Ob5

IA6 (2.4) Obg

IA6 (2.5) Oba

IA6 (2.3) Obg

Ⅳ

Ⅳ

Ｃ

Ｅ

１

回

ｑ

ｃ

Ｅ

ｑ

ｂ

。

．

ａ

型

塑

塑

睡

飢

塑

坊

弱

蕗

Ｋ

Ｋ

Ｍ

Ｌ

Ｍ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｌ

242

243

244

245

246

247

鷺48

石

石

石

朽

石

石

石

１

１

１

１

１

１

３

１

８

６

９

６

９

６

８

９

６

４

５

８

１

４

１

５

５
士
■
士
■
士
士
Ｂ
■
■
■
■
士
Ｆ
叶
甲
中
■

５

５

３

２

１

５

０

０

６

３

１

６

４

１

４

『

Ｉ

９

１

１

１

１

Ｉ

Ｉ

く

く

く

Ｉ

Ha←Sh

Ha－Sh

H且一Sh

Ha－S｝］

Ha－SI］

Ha－Sh

Ob5 ･

Ob3 ，

Obg ‘

Obg‐

潤

巽

中

上

や

Ｆ

Ⅳ

Ｖ

い

Ｖ

Ｍ

Ｖ

Ｖ

Ⅲ

Ⅳ

い

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

吐

咄

岬

Ｖ

ｃ

ｃ

ｈ

士

叶
■
■
甲
５
５
甲
甲
■
■
■
Ｐ
■
■
■

士

‐

△

、

ｈ

・

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

・

ｈ

△

Ｓ

３

＄

３

３

ｓ

一

ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

５

ｓ

５

５

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ｇ

Ｓ

Ｐ

Ｄ

Ｏ

、

‐

、

・

０

，

百

一

』

室

二

一

一

一

。

》

・

・

・

一

号

ｂ

ｂ

吾

‐

０

圃

０

０

０

凸

０

四

囲

且

ａ

口

且

口

巴

四

曲

Ⅱ

Ⅱ

ｕ

且

且

０

臼

０

Ｈ

Ⅲ

Ｈ

祁

団

Ｈ

Ｈ

和

、

和

且

Ｈ

Ｈ

Ⅲ

凹

叫

Ｈ

日

曲

Ⅱ

Ⅱ

Ｈ

和

Ⅱ

1蝿、石

2㈹ 石

眼

愉

械

柚

愉

柚

械

柚

IA6 （2.5）

IB2 a6

1B2 4．6

1B2 6，0

1B1 （2＆3）

IB2 12．6

1B2 15－3

1B2 16．2

UA2

UAl

UAl

ⅡA2

IA2

mAl

2491石 誰
2副 石 誰

251 石 錐

252 石 錐

2認 石 推

2劃 つまみ付きナイフ

255 つまみ付きナイフ

2鼬 つまみ付きナイフ

257 つまみ付きナイフ

258 つまみ付きﾅｲﾌ

259 つまみ付きナイフ

260 つまみ付きナイフ

261 ‐つまみ付きナイフ

1

2‘! 詞
202 石 篭:

K22~
L跡d

L麓b ト

L21d

K型c

L25b

L24u

石

石

石

石

石

石

石

石

石

鱒

叫

崎

輔

碑

蛆

的

叩

Ⅲ

ワ

』

２

２

２

２

り

』

ワ

』

２

２

’
ｈ

ｈ

Ｓ

Ｓ

~
~

ａ

ａ

Ｈ

Ｈ
1

ⅢAl

ⅡA3

ⅢA3

ⅢAl

ⅢA1

mA1

7，5

ⅢA1 ．

ⅢAl

mA｣ ’

ⅢA1 ･

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

~
~
~
~
~
~

且

画

ａ

ａ

ａ

日

田

問

田

Ｈ

Ｈ

Ｈ

K群b

K封b

M23c

M23p

L錫。

M雷。

L露b

M型C

M題d

L26b

K爵b

L鱒d

L2fid

M麹d

K24b 1

K25E 『

K24b 1

M翠旦

K葛b ,

K坊c

L濁E

M24b

K2jib

M鰯。

L配。

捕

柚

柚

捕

抽

捕

柿

愉

械

棺

柚

愉

柚

柚

錐

錐

推

錐

推

錐

錐

錐

錐

推

推

推

錐

推

推

誰

推

推

鮭

雄

IB2

IB

IB2

1B2

1B2

1B2

1B2

1B

IBl

lB

IB2

IB

IB

IB2

ⅡA3

ⅡA3

ⅡAl

mAl

ⅢA3

ⅡA2

IA2

UA2

UA2

ｊ

ｌ

ｊ

ｊ

ｊ

１

１

５

０

１

９

１

４

４

４

３

５

７

９

３

７

１

『

ｊ

５
５
■
■
士
Ｆ
■
士
叶
号
・
守
甲
申
士
甲

６

５

４

７

８

４

５

ワ

］

６

４

一

団

９

４

５

８

３

１

１

２

１

２

３

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Mおd

M型b

K26c

| K26@
Lac

| &鰯し
M藍a

i L濁独

MZ1a

L21c

L24a

L型d

L26a

L麓a

KZ3b

L型c

L睦b

L蝿。

L認a

M21d

7．5 Ha－Sh

7．8 H、→Sh

5．6 Ha－Sh

lO,0 H1－Sh

9.8 H'-sh

（ 4.9IHa‐Sh

6．8 Ha－Sh

4．6 Ha÷Sh

6．2 Hn－Sh

3，9 Hn－Sh

9,3 Ho-Sh

（ 3.6） H凸一sh

(3.7） Ha‐Sh

2．5 HH－Sh

ト

I石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

彊

石石

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフmIAl

つ煮み付きﾅｲﾌ.ⅢA｣ ｜
つまみｲﾅきナイフI MAl i

つま引寸きﾅｲﾌmA,

つまみ付きナイフ ⅢA1

つまみ付きナイフ ⅢAl

狸
懇
躯
躯
躯
諏
班
如
鋤
劉
理
翠
翠
輻
錨
醗
錘
麹
却

乾

酪

刷

鴎

鮎

釘

聞

釣

、

別

花

氾

別

海

沁

押

祀

乃

別

別

睡

鶴

出

２

２

２

２

９

』

２

２

２

２

ワ

》

ワ

』

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

つまみ付きナイフ ⅢA1

mAl

ⅢA1

ⅢAl

mAl

mAl

ⅢAl

mAl

ⅢAl

nAl

ⅢAl

ⅢA1

ⅢAl

mAl

mA1

ⅢAl

mA1

mAl

ⅢAl

1

~調i
Ⅲ

Ⅳ下

Ⅳ

Ⅳ ~
Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ中

Ⅳ

Ⅳ

1J
~甲

V

V上

V上

V上

V上

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

(2.0) Hm-Sh

2．3 H、‐Sh

2．9 Hm－Sh

13．5 Ha－Sh

8，2 Hp－Sll

( 3･0) H｡-S&
1 ．5 Hn－Sh

h

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ｂ

｜

’

｝

一

－

０

皿

ａ

ａ

ａ

ａ

Ｈ

Ｈ

Ⅲ

間

Ｈ

７

６

５

０

１

８

■
中
■
■
■
甲

２

５

７

５

７

３
１

M24d

L幻a

L輻b

L23b

L型c

L25b

L錨b

M24d

L濁d

L26c

L26a

L坊q

K弱f

K26b

K26c

L26c

M24d

K勢c

L型b

ⅢAl （ 1.6） 」HA－Sh

IA2 （0.6） Ha－Sh

IAl (4.0) Ha-Sh

ⅡA2 （2.0） Hn－Sh

ⅡA! | (2s) ob,
ⅡA2 1．6 Ha－Sh

mA2 （ 9.8） Hn－Sh

ⅡA2 8．8 Hm－Sh

UA2 （ 5.1）Hn－Sh

UAz （2.1） Hu－Sh

UA2 （ 1.6） Hu－Sh

石

石

石

石

石

石

石

石

訓

亜

詫

弘

語

蒟

読

詔

調

判

２

ワ

〕

Ｚ

２

２

２

２

趣

ワ

』

２

8.l Ha－Sh

( 3.9） Ha－Sh

i15 Ha－Sh

( 4.9） Ha‐Sh

（ 3,8） Ha－Sh

（ 3．0） Ha≦Sh

6．4 Hn－Sh

2餡 つまみ付きナイフ

286 つまみ付きﾅｲﾌ
287 つまみ付きナイフ

2謎 つまみ付きナイフF mAl

‘閲つまみ付きﾅｲﾌ| mA1
2鋤 つ炎患付嘗ﾅｲ,mA‘

ド

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ
１

６

５

３

５
■
■

２

２

３
１

ｈ

ｈ

ｈ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

~
~
~

ａ

ａ

ａ

間

Ⅲ

冊

L唾d

L坊b

M塑c
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Ⅲ A地点の遺構と過物

分類咽t) |材 繭|発掘区層位｜図番号鱈 檀|分剛亜E) 材 簡発掘区陶~&I
ⅡA{ "Ho-Shl il23d W [ 341 つまみ付きﾅｲﾌIUA1 (4.8) Ha-Sh. LZHd V

ⅡAl 3．1 Ho－Sh‘ ’M24b V 342 つまみ付きﾅｲﾌ|ⅢAl (5･8) 1 Ha~Sh． L錨。 Ⅳ ~
ⅡAI 6．2 Hp－Sh， ‘ L坊a Ⅳ中 343 つまみ1．↑きナイフImA1 （2．71 Hn－Sh・ K27b V

ⅡA3 6．9 Ho－ShトM謁。 Ⅳ中 3牛1 つまみ付きナイフ｜ ⅢA1 （4.5） Hm－Sh、 K26c V

UA｣ 3.0 Ho-Sh~ |M24d IV 315 つまみ付きﾅｲﾌ|mA｣ (") Ho-ShMZZd V
UAl 3.8 Ha-Sh. I L24b lV 346 つまみ付きナイフ ⅢA3 （4.8） Hm－Sh･ K2Sb V

ⅡA1 （ 3．1） Ha－Sh~ L23d 、 Ⅳ 347 つまみ付きナイフ ⅢAl ~ 7．3 Hm－Sh－ M配。 V

ⅡA1 3．8 Ha－Sh． M25. Ⅳ上 348 つまみ付きナイフ mA1 （ 3.5） H紐一sh、 M25b V

qA1 16.8) Ha-Sh. K26c IVT 349 D雲み付きﾅｲﾝ mA1 7､!1 Hn~鴬h~ L劃‘』卜i
ⅡA3 1 ．4 Ha－Sh． M21． Ⅳ 350 つまみ付きナイフ ⅢA1 ． 6．2 Hm－Sh． M器d V

UA1 3.6 Ha-Sh. L24a Ⅳ 輻】 つ霞み付きﾅｲﾌmA[ | $S Ho-Sh｣L"｡ V下

ⅢAl 7．5 Hn－Sh－ L24b Ⅳ ’ 352 つまみ付きナイフⅢA1 3.3 ｣ Ha-Sh･ L24d V
mA1 4．9 Ha－Sh． K郡c Ⅳ 3閃つまみ付きナイフⅢAl （6．0） ｜ Hn－sh． K調. V

IV i 3別つまみ付きナイフ ⅢAlmA1 （ 2.4） Hn－Sh． M鴎c 8．7 Hn－Sh･ L25c V中

ⅢA1 （ 9.5） H皿＝Sh． L配b Ⅳ下 ’ 355 つまみ付きナイフ 、A1 19．1 ’ Ha－Sh． L坊d V

mA4 3．7 Obs． M濁亡 Ⅳ ~ 鄙弱つまみ付きナイフ ⅢA1 8．4 Hn－Sh． K麓c V
L

mA3 1 ．5 Ha－sh． K麓b Ⅳ 1 357つ士馴寸巻ナイーブ ⅢAl 4．8 Ha－Sh． L弱七 V中

mA3 1．5 Hm－Sh． K跡b Ⅳ 358つま制ｵきナイフ ⅢA1 11 .o Hn－Sh、 M21d V

mA3 6．1 M恥。、 K24b Ⅳ 359 つまみ{jきナイフ ⅢAl l0．7 Ha－Sh， L25a V

mA3 4．7 Ha－Sh． ’M語。 Ⅳ_上 3帥つまみｲｵきナイフト ⅢA1 14．2 刑a－sh， L器ロ V 上

mA3 7~7 Ⅱo_3M|"N- mつま剖描ﾅｲﾌ mA1 (3.0) Hn=Sh. L24d V中
ﾛA3 ( 9,0) Ha-S,|LzI# , ""｡鴬釧催悲ｲﾌﾞ恥、 ，‘ Ⅱ｡-s､~ 上空‘，
ⅢAl 29．6 H①rnf ． K24b Ⅳ 3母 つまみ付き十イブ ⅢA3 ， 4．2 Hロ≦Sh 制謁b V上

mA3 31．3 0hs． K24c V 3出 つまみ付きナイフ mA4 ’ 1 ．9 Ha‐Sh･ L26m V 上

ⅢA4 2．8 0も3． K鱈h Ⅳ 3閃つまみ付きナイフ ⅢA3 1 3．0 Ha‐Sh． L雷b V中

nA！ ！!“ Ⅱ｡-s､~ ‘割， ' 上 ‘露…付群ｲﾌﾞ ⅢA4 I ( 3.8) Ha-S､~ #割、 ，
::| |1洲勲|鷲: ! MI:":|鰊 剛擢艫慨憾MmAI

ⅢAl 6‘1 Ha－Sh－ L配。 V上 369 つまみ付きナイフⅡA4 43 1 Hn－Sh－ M覇。 V上

ⅢA1 7.l Ha－Sh． L酪且 V下 ・ 370つまみ付きナイフ ⅢA 2．4 ‘ Hn－Sh･ L24d V

ⅡA1 6．7 Hp－Sh、 K23E V 371 つまみ付きナイヴ ⅢA3 3,0 1 Ha-Sh． L蹄。 V下

、AI 11．6 Ha－sh･ K26b V上 372 つまみ付きナイフⅢA3 4．6 j Ha－Sh， M24d V上

ⅢAl 5．9 Hロ≦Sh､ K艶E V下 3万つまみ付きナイフ ⅢA3 2‘2 ~ HローSh･ M25J V
ﾄ

ⅢA】 6．0 Ho-Sh‘ L26o V l 374 つまみ付きﾅｲﾌuA3 （ 2‘1) ~ Ho-Sh‘ L24d V
ⅢA1 4．6 Ha－Sh． L蹄E V上 3汚つまみ{すきナイフ mA3 （ 4.9） Ha－Sh． M弱b V上

lIA1 7~3 Ho-Sh M鱈。 V上 37‘ つま制ｵ鴬ﾅｲﾌ mA3 (") Ho-ShM26｡ V
UA1 ( 3,6) Ha-Sh. LBc 、#下 3”つまみ付きﾅｲﾌ mA3 2"3 Ho-ShL25b V中
、Al 6．3 Ha－Sh． M配。 V上 3泊 つまみ付きナイフ ⅢA3 1 1 ．7） Hn－Sh、 M25b V上

ⅢA1 6．3 H、‐Sh． L記b V中 379つ士剖寸きナイフ ⅢA3 3．4 Hu－Sh、 K26c V

mAl （ 1.8） Hm－Sh． L為c ・ V中 3帥 つま糾寸きナイフ mA4 1 （ Z､6） Ob3． L24c V

mAl 2．4 Hm－Sh、 K26c V 381 つまみ付きナイフ ⅢAl ’ 9．1 Obg－． L鶴田 V上

382 つまみ付きナイフ ⅢAl l 7．3mAl （ 2.5） H四一sh、 L濁c V Ob3． K坊b V上

UAl 3.0 Hn-Sh. K27b V 3鋼つまみ付きナイフ ⅢA1 1 ‘9 H、‐Sh． L配a

ⅢAl （ 2.8） Hm－Sh･ K27b ’ V 3斜つまみ付きナイフⅢA1 ‘ 7．3 Hn－Sh． L雷n C閏

、Al 4．4 Hm－Sh． L坊且 ’ V上 3蹄つま制･lさナイフⅢAl ’ 6．7 Hn－Sh． L為a c巽

ⅢA1 8‘5 Ha－Sh‘ M25d V下 ゞ 3齢スクレイパー ⅢB 85，0 Ha－Sh， L型且

ⅢA1 8．5 Hm－Sh‘ L鰯E V中 ‘ 3B7 スクレイパー mB 27．7 H口一sh、 M雪b m

VmAl （11.1） Ha‐sh． L鴎E 388 スクレイパー mB lo.‘1 ' Obg． L24a Ⅲ

ⅢA】 H､3 Ho－ShL聾｡ V上 389 スクレイパー mB ]0~4 I Ho-Sh. IM"｡ W

分類

mAl 3.l Ha－Sn’M24b

mAI 6，2 Hロ≦Sh‘ L坊a

mA3 6‘9 HローSh． ’M謁d

mAⅡ 3．0 Ho-Sh~ |M24d
mAl 3.8 Ha-sh. I L24b

ⅢA1 （ 3．1） Ha－Sh~ L23d 、

ⅢA1 3~8 Ha－Sh~ M25d

mA1 イ6.8） Ha－sh、 K26c

ⅡA3 1 ，4 Ha－Sh、 M21d

mA1 3．6 Ha－Sh、 L24a

mAl 7，5 Hn－Sh－ L24b

mA1 4．9 Ha－Sh－ K郡c

mA1 （ 2.4） Hn－sh． M鴎c

ⅢA1 （ 9.5） H皿＝Sh． L配b

ⅢA4 3．7 Obs‐ M濁亡

mA3 15 Ha－Sh－ K麓b

mA3 1．5 Hm－Sh． K跡b

mA3 6J M恥。、 K24b

mA3 47 Ha－Sh， ｜M語d

mA3 7~7 Ⅱ｡_3M|"

ﾛA3 ( 9,0) Ha-S,|LzI#
ⅢAl 29．6 H①rnf ． K24b

mA3 31．3 06乱 K24c

ⅢA4 2‘8 ob3~ K鱈h

ⅢAl l1 ，4 Hn－Sh･ L24b

L蹄E

MA] 7B H｡-Sh M2Sd
UA1 （ 3.6） Ha‐Sh． L鰯c

剖 樋分類咽t) ~材 質|発掘区'図群号
~ ~ ~~

つまみ付きﾅｲﾌUAI 3.7 Ha-Sh1MZ3d291

292 1つまみ付きナイフ
I

Z93 ’
1
つまみ付きナイフ

2舛|つまみ付きナイフ

295 ‘つまみ付きナイフ
I

つまみ付きナイフ妬

師

蝿

弱

側

Ⅲ

陀

鯉

叫

聞

妬

的

鰐

的

叩

Ⅱ

吃

巴

叫

哨

肥

Ⅳ

略

岨

即

副

配

酩

劉

蜀

配

訂

露

鋤

鋤

別

詑

弼

謎

２

Ｚ

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

つまみ付き~ﾅイーブ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つま刮寸きナイフ

つまみ付きナイーブ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイーブ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ」 ⅢA1 4．6 Ha－Sh．

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ1

つまみ付きﾅｲﾌ| mA1 6．3 H･＝sh． M配。
1

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

まみ付きナイフ335

3調

337

3弼

339

到0

つ

つ

つ

つ

つ

つ

ま科#きナイフ

ま剃ﾅき-ﾅイフ

まみ付きナイフ

まみ付きナイフ

V 3鋤スクレイパー mB 6．8 Hm－Sh． IL26b Ⅳ下まみ付きナイフ ⅢAl （3．91 Ha－Sh~ K郡b
~ ~ ~ ~ ~ ~
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Ⅲ A地点の遺構と遺物

図許号雷 柧分類

391 スクレィパー ⅢB

392 スクレイパー ⅢB

3蝿スクレイパー mB

3斜スクレィパー ⅢB

395 スクレィパー mB

3軸スクレイパー mB

397 スクレィパー mB

3記スクレィパーⅢB

3弱スクレィパー ⅢB

4”スクレィパー ⅢB

皿量(9) 材

3．0 Ha－Sh

14．4 Ha－Sh

5．1 H弘一Sh

4.弱Ha－Sh

25‘8 Ha－Sh

ll‘2 Hm－Sh

14．4 Ob 3

13．8 Ha－Sh

4.鍔 Ha-Sh

2．0 Hn－Sh

10．6 Ha－Sh

17．0 Hm－Sh

材 質 圃審昂 蘭 闇分
44， ｜スクレイパー mB

442 ドスクレイパー ⅢB

443 スクレイパー mBスクレイパー mB

頚|型且(霞）
U

4．0

区

ｕ

ｄ

ａ

‐

ｐ

ｂ

画

凹

Ｃ

血

．

ｄ

‐

ｂ

ｄ

ｄ

ｂ

Ｃ

ｕ

ｄ

ｂ

Ｅ

ｂ

曲

．

ｃ

ｂ

、

．

ｃ

凸

ｂ

ｄ

、

ｄ

、

．

ｃ

、

ｄ

ｄ

ｂ

ｄ

。

。

、

ｄ

、

ｄ

ｃ

ｄ

田

、

ｄ

ｂ

ａ

、

．

Ｅ

Ｃ

蝿
酔
晒
吻
略
醐
唖
蝿
噛
吻
岬
咽
岬
媚
噛
轌
醗
噛
蝿
醒
唯
醗
晒
媚
岬
晒
晒
酔
唖
孵
咽
醒
晒
晒
唖
醒
艫
酔
吻
晒
晒
確
岬
咽
躍
咽
唾
唖
唖
醒
醒

発掘区 喝位位

上

下

上

上

上

Ｐ

ｔ

上

上

Ｆ

Ｐ

上

下

ｔ

Ｆ

下

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅳ

肘

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

一

Ｖ

ｗ

牡

Ｖ

Ｍ

Ｍ

Ｖ

Ｖ

酢

Ｖ

班

Ｍ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｍ

い

Ｖ

ｗ

Ｖ

Ｖ

Ｍ

Ｙ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｍ

ｖ

ｖ

府

Ⅳ

材 貿

L25d

■
甲

■

■
■
５
千

■

士

凸

■

、

咽

凸

■

、

堺

叶

叶

叶

・

凸

■

、

函

Ｂ

■

０

口

閏

Ⅲ

ｂ

一

ｍ

卯

■

’

二

Ｍ

■

。

“

一

ｍ

脚

○

’

二

胡

可

二

判

。

●

Ｈ

Ｍ

■

■

■

■

■

■

厚

士

甲

■

。

■

■

甲

■

■

■

中

巳

叶

凸

■

晶

叩

凸

■

【

皿

Ｂ

■

■

Ｐ

■

■

■

■

■

。

ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

９

３

９

３

９

５

８

８

ｓ

９

９

３

４

０

ｇ

９

Ｂ

３

９

８

Ｓ

Ｓ

い

い

“

荊

坤

岫

汕

皿

岫

小

咄

蝿

岫

岫

岫

岫

蝿

岫

邑

マ

■

】

ｂ

｜

’

ｂ

’

ｂ

｝

｝

一

一

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

」

｝

０

、

ａ

Ｏ

皿

０

曲

ａ

曲

ｎ

ｏ

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

曲

ｎ

ｏ

０

Ｍ

Ｒ

Ｒ

Ｍ

Ｍ

Ｒ

Ｓ

Ｆ

Ｆ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｆ

Ｒ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

二

二

寺

Ｖ

岬

吐

Ｖ

塒

Ｖ

ｗ

Ｖ

Ｖ

Ⅵ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅶ

ｗ

Ｖ

訓

訓

L24d

L記c

L24a

L24c 1

15．2

15－9

15．8

18．6

14，6

11．3

10．5

7．2

10．7

40，6

108．4

31，3

21．4

34，9

“､5）

28．7

25?3

33．9

36．9

25，7

22．3

23?3

27．3

13．8

21，5

18，2

16．4

10，4

64，4

72．6

65．2

20，6

22，3

49，5

(53.2）

スクレイパー ⅢB蝿
蠅
蠅
甥
蝿
蝿
蜘

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅸ

苛

肌

Ⅸ

Ⅸ

Ⅸ

Ⅳ

部

５

ｈ

町

ｐ

ｂ

可

．

ｃ

ｃ

ｃ

に

Ｅ

Ｅ

ｃ

ｃ

Ｅ

Ｃ

Ｃ

ｆ

Ｅ

ｅ

ｃ

位

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｅ

咀

自

ｂ

ｃ

喧

日

且

Ｉ

ｂ

且

‐

ｑ

ａ

ｂ

ｄ

ｂ

ｂ

皿

凸

匝

凸

．

・

田

。

。

ｂ

ｂ

ｃ

も

口

可

．

Ｅ

型

郡

別

跨

逼

劃

別

別

別

型

別

型

別

型

型

塑

劉

型

別

型

型

型

別

型

鵡

蜀

濁

塑

麓

盈

劉

弧

型

盈

劉

劉

釦

路

お

型

”

睡

妬

濁

型

Ｌ

Ｌ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｌ

Ｌ

Ｍ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

401 スクレイパー

402 スクレイパー

核

核

石

石

１

２

５

５

４

４

スクレイパー

スクレィパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレィパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレィパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

ｈ

・

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

一

ｂ

吾

一

一

一

一

一

昔

一

一

函

０

画

ｎ

曲

泗

曲

皿

仙

丑

ｍ

Ｈ

Ｈ

冊

Ｈ

Ｈ

Ⅱ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

4弱石 核4蝿

4叫

4閲

4帖

407

4蝿

4鱒

410

411

412

413

414

415

416

417

418

4]9

4釦

421

4芝

4雷

424

4為

4坊

427

4記

4為

１

１

８

５

６

１

３

２

４

２

４

■
厚
士
■
■
Ｆ
■
中
■
Ｆ
Ｆ

２

５

七

１

七

１

２

５

２

４

２

３

５

１

与

１

士

１

皇

１

４

２

り

』

・

’

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

核

核

核

別

蜀

艶

罰

縄

弱

釦

凱

確

侭

鈍

韓

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

核ⅨA

核

核

核

核

核

核

核

核

核

核

核

核

核

核

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ⅸ

Ⅸ

Ⅸ

Ⅸ

Ⅸ

一

Ⅲ

Ⅸ

Ⅸ

Ⅸ

計

肌

Ⅸ

Ⅸ

Ⅸ

Ⅸ

Ⅸ

8．1 Ha－Sh

スクレイパー mB ｈ

□

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

凸

ｈ

ｈ

Ｊ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

９

ｓ

Ｓ

一

ｂ

一

一

一

一

告

暑

一

一

一

再

ｂ

一

一

ａ

Ｏ

皿

ａ

Ｈ

皿

ａ

且

ａ

ａ

ａ

ａ

Ｏ

皿

３

面

Ⅲ

赫

刷

ｗ

Ｈ

柿

Ⅱ

Ｔ

、

託

、

”

牡

和

且

ｗ

Ｈ

Ｔ

、

Ｔ

、

Ｔ

、

画

必

２

２

７

３

２

６

０

３

２

１

１

４

７

１

３

■
Ｂ
そ
り
叶
叶
号
号
５
号
■
■
叶
叶
号

１

９

【

Ｉ

８

６

３

１

６

６

５

６

５

８

２

８

２

１

３

４

１

２

１

２

３

１

１

１

１

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

皿

Ⅲ

Ⅲ

田

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

川

Ⅱ

スクレィパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレィパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレィパー

スクレィパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレィパー

スクレイパー

スクレイパー

石

石

髄

瞬

４

４

石

石

石

石

石

府

石

石

石

石

石

石

石石

錦

的

、

証

花

霜

科

だ

祀

万

泊

門

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

核ⅨA

核 ⅨA
」

核

斧

斧

斧

斧

斧

斧

弟

斧

斧

洋

斧

羊

Ａ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅸ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

酢

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

岬

岬

Ｖ

ＦＩ

（ 3．0）

22.0）

“､3）

斜0

155

180

(1()3.6）

（21.3）

10－7

（ 150）

（ 110）

(152.7）

（釦0）

4釦スクレィパー ⅢB

43Ⅲスクレイパー mB

4記スクレイパー ⅢB

4弼スクレイパー mB

4型スクレィパー mB

4弱スクレィパー mB

4記スクレイパー mB

437 スクレイパー nB

4記スクレイパー ロB

439 スクレイパー mB

440 スクレィパー mB

咽.8 0bg？

13．3 Ha－Sh

21 ，0 Ha－Sh

28，8 0b3 ．

14．0 0h＄、

15．7 Ha－Sh

12．7 Ha－Sh

7．7 Ha－Sh

17．2 AgrSh

6．9 Ha－Sh

3‘3 Ha－Sh

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

帥

剖

舘

銘

剖

鶴

踊

釘

艶

釣

剥

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

’~
~
~
~

斧 Ⅳ

斧 Ⅳ

斧 Ⅳ

斧 Ⅳ
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Ⅲ A地点の遺櫛と遺物

雨瞬 望IMull wT葱区[X勝升 器

49］ 石 洋 Ⅳ （ZK〕） Gr－Mud K24E

492 ィ1 斧 IV (2H)) Rhy･ M25a
493 fi # IV ( l,11) GI~Mud. MZZb

494 { i # n｢ (71 ,帥 Gr－Mud･ L26n叩

鰯叫
l ｢

I『下1
1

､~ ':
V
T

VI二

鞠|秀 詞亟函冊I 『､
旅 IIA2 55 1 And ,

::職: ,蕊 鯏
難ⅧA2 '80 1 And .

発掘区 騨位
L24b lV

L塞ぐ ［V

凶爵号器
一一

詞1 石

512 行

543 イー1

544 石

515 石

316 面

547 Y］

5把悪

549 イ］

5帥 石

551 1］

552 石

一一口、 7一

罪争も 十］

5乳 イi

L鱒《F

M型〈ョ

i‐罫c

L蝿I〕

A124(丑A124c

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

ｃ

Ｉ

ｕ

ａ

一

割

跡

四

Ｋ

Ｌ

Ｋ

ｆ
■
■

Ｖ

毎

Ｖ

￥

Ｖ

・

ｈ

ｈ

ｈ

Ｒ

Ｒ

Ｒ
ｊ

帥

剃

５

Ｗ

伽

幽

１

１

１Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

牝

芹

斧

斧

Ⅱ

■

‐

Ⅱ

Ⅱ

竺

ロ

ー

Ⅱ

士

１

Ⅱ

Ｉ

７

右

Ｉ

Ｔ

４

１

ザ

４

１

坪

蝿

妬

町

４

１

４

４

蝿ⅢA2

輔 旧A2

鱒ⅧA2

185－5 And

116．7 And

61，8 And

■

Ⅱ

口
中
’
千
１

Ⅱ

Ｉ

Ｆ

Ⅱ
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Ⅲ A地点の遡構と遺物
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ⅣB地点の遺構と遺物
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Ⅳ B地点の遺柵と遺物

1 遺構の分布

B地点は倶多楽カルデラの外輪山からなる

否状の丘陵が南方に突出し、その西斜面の緩

傾斜地に位侭する。

確認された避構は、住居跡1，住居的施設

2，墓1、 Tピット 1，土堀4，焼土4．

住居跡(H-1)は後述するとおり縄文時

代後期初頭の所産で、 L･M-35区から検出

された。一部ば調査区外にかかるため、完掘

できなかった。

住居的施設は(P-1 ･ 2)、住居跡と同

じ立地環境にあり、時期も縄文時代後期初頭

であることから、住居跡と付随する施設なの

かもしれなL,。

墓(P-3)は縄文時代後期の所産で、堀

口・中に焼土に伴っている。墓周辺に多数の

礫群があり、何らかの関連があるものかもし

れない。

Tピッ ト (P-7)は小川の縁辺部の平坦

面にあり、長軸は、等高線と直交する。
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図128 B地点の遺柵分布と土暦柱状閃
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Ⅳ B地点の迪構と遺物

2 遺構

H 1 (図129～133)

M･N-35区にある。濁土は9層に分けられる。 I層ば暗褐色土の基本層序のⅣ層に対比。

Ⅱ層は黒褐色士。基本層序のV層に対比。Ⅲ層ば黄褐色ローム。Ⅳ層は黒色士。Ⅱ層よりも黒

味が強く粘性もある。攪土は基本層序のV層に対比しうるが、細かいローム粒を含む。Ⅳ層よ

りも粘性が強い。Ⅵ層は黒褐色土。V暦と類似するが、 より黒味が強く、粘性もある。Ⅶ層は

褐色士。多量の細かいローム粒を含み、少拉ではあるが炭化物を含む。Ⅷ層は黒色土。多量の

炭化物を含象粘性も強い。Ⅸ層は多量の細かいローム粒と炭化物を含む粘性の強い土層。壁の

立ち上がり付近にごく少量の焼土が確認された。平面形ば一部が調査区外となっているため明

らかではないが、おそらく長円形と思われる。長径(推定)8.10m，短径480m･炉跡ば南壁よ

りにあり、 6個の礫で囲まれている。また、その周辺からも焼土が4か所検出された。石囲い

炉の土居は3層に分けられる。 I層は赤褐色の焼土。Ⅱ層は若干褐色がかって無り、火熱の影

響を受けた土。Ⅲ層ば基本層序のⅦ層である。東壁からは多鎧の炭化材が検出された。そのぽ

とんどが覆土中であり、近くに柱穴があることから、構造材かもしれない。また、覆土中から

は点々と焼土が認められ、廃棄後､火災に遭遇した可能性も考えられる。柱穴は主に炭化材の

ある東壁周辺から検出された。確かに柱穴と考えられるのはa～pの16個、その他不明のもの

が10個である。それぞれの柱穴の床面からの深さは、 aが27cm， bが44cm， cが15cm， 。が33

cm， eが23cm， fが26cm、 gが18cm， hが20cm、 iが23cm， jが33cm， kが25cm， lが22cm，

nが25cm、 nが16cm， oが20cm， Pが36cmである。柱穴a･ d･ jは壁に設けられ、壁の傾斜

に対してほぼ垂直である。柱穴配置の特徴は、主柱穴が明瞭ではなく、径の小さな柱穴が． ．

e ・ f ･9･ h ･ k ･ 1 ･mのように直線的に設けられていることと、柱穴群が炭化材のある

東壁側に偏っていることである。

遺物覆土・床面ともに遺物の出土壁は少ないD 14ば南側の柱穴p近辺から出土した土器。

口径36.4cm･口縁部に平たい貼付帯が2段に付けている。器面にはRLの斜縄文が密に施され、

貼付帯上にも回転方向を変えて同原体で施文されている。炭化物が器外面上半部に多量に付着

してL,る。床面の数cm上層から出土。 15も14と同一個体と思われるが、接合できない口縁部破

片｡北西壁近くで出土｡16･ 17は覆土出土のⅢ群b類の胴部破片｡16は結束第1種の羽状縄文。

器厚は11mm． 17はにT字状の貼付帯がある。貼付帯の幅ば6mm。その上に竹管状の工具による

刺突文が施されている。地文はRL斜縄文。 l～4 ． 6～8は石鍼、 5は石錐、 9～11はスク

レイパー、 12は石核、 13はたたき石である。石質は1～12が黒曜石、 13が安山岩である。石器

の重量は1 : 0_99， 2 : 1.19， 3 : 2．29， 4 :2.99， 5 : 1_49， 6 : (1.1) 9， 7 : (5.

3) 9， 8 : (3.5) 9， 9 :4.59， 10: 119， 11 : 15_29， 12 : 259， 13:7709である。

小括床面出土の土器がⅣ群a類であることから縄文後期の住居跡である。

炭化材のIIC年代は、 3.740士40年B. P, (KSU-559)である。
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Ⅳ B地点の過構と遺物
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ⅣB地点の遺柵と遺物
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ⅣB地点の過櫛と遺物
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図131 H-1
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Ⅳ B地点の遺職と遺物
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ⅣB地点の避柵と遺物
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図133 H-1出土の土器
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Ⅳ B地点の遺柵と遺物

P－1

L-34区にある。土牌は9層に分けられ、

このうちのI ･Ⅶ～Ⅸ層が覆土である。 I～

Ⅵ層は基本層序のⅣ～Ⅸ層に対比できる。Ⅶ

I爵は黒褐色士。Ⅱ層とほぼ同じであるが、炭

化粒が混入して区別される｡Ⅷ層は茶褐色土。

Ⅲ畷と同一層の二次堆積であるoV層は黒褐

色士。Ⅱ層と同じだが、Ⅵ層の黄褐色ローム

粒が混入する。この遺構は掘り込象面が基本

l曽序のV層中であり、しかも床面がⅥ層を切

ってⅦ層中に織築されていたため、確認に困

難を極め、結局、土屑断面精査において確認

された遺構である。したがって、平面形は不

明である。壁はほぼ垂直に立ち上がる。東壁

ちかくの床面に径0.3mの焼土がある。南東

壁よりに径014m，深さ010mの小穴が検出

されたが、 この遺椛に伴うものかは判別でき

なかった。

遺物18～19は覆土出土o 18はRL斜縄文

のある胴部破片。器厚は10m｡ 17は石鑛b20

はスクレイパーである。いずれも黒曜石製で

ある。重量は19:6.29， 20: 1849．

小括時期を決定できる資料に欠けるが、

遺構の掘り込み層位がV暦中であること、覆

土中から､Ⅳ群a類が出土していることから、

おそらく、縄文時代後期初頭の住居的施設と

考えられる。
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Ⅳ B地点の遺栂と遺物

P-2 (図135･ 136)

L35d区にある。覆土は6層に分けられる。 I層は暗褐色土で多数のローム粒を含む。Ⅱ層

は黒褐色士。Ⅲ眉ば黒褐色士で多馳のロームを含む。土質ばI層に類似するが、堅くしまって

いる。Ⅳ居ば黒褐色士。土質はⅡ層に類似するが、粘性を帯びる。V層は基本暦序のⅧ層に類

似する。掘りすぎの疑いがある。Ⅵ牌は暗黄褐色土。木の根による撹乱の可能性あり。平面形

は西壁が不鮮明であるが、長径2.27m，短径約2.25mの隅丸方形。壁の立ち｣:がりはゆるやか

である。床面は凸凹であるが堅くしまっている。南西コーナー寄りに長径0.43m，短径0.33m

の焼土がある。柱穴状の小穴は三つあり、 aは径22cm，深さ8cm、 bば径17cm，深さ39cm、 c

は長径30m､短径18cmの長円形で深さ28cmである。

遺物21～26は床面ちか<の槻土中から出土した。21 ．22"LR斜縄文を施した胴部破片。

21の器厚は11m， 22の器厚は10m．23～24は茎をもつ揖錐。いずれも黒曜石製である。26は扁

平な円礫を用いたすり石で側縁の一端にすり面をもつ。重量ば23 : 2.39， 24: 1．799， 24:

1.79， 25 : (1.9) 9， 26 : 510gである。

小括土器はⅣ群a類に属する。覆土中とはいえ、床間ちかくからの出土であり、 この遺構

に伴う蓋然性が高い。石鑛・すり石を伴う可能性が強い。焼土を伴い、形態・規模・出土遺物

に共通があることから、 P－1と同じ施設と考えて大過なかろう。

；
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図l35 P－2
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ⅣB地点の遣織と遺物
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蕊
図136 P-2と出土遺物 ●

6

P-3 (図137) M31b区にある。覆土は9層に分けられる｡ 1 ･Ⅱ．V・Ⅶ層はそれぞ

れ基本層序のⅣ･V･m･Ⅶ層に対比される。Ⅲ層は暗褐色土で､多量の礫を含み粘性が強L､。

Ⅳ層ば黒色土に若干のローム粒を含む｡Ⅵ屑は暗黄褐色土｡多並のロームと黒色上が混在する。

Ⅷ層ば暗黄褐色土で、壁の崩落した土。Ⅸ|啓は黒褐色土。 ローム粒と礫がまじり、焼土の小ブ

ロックが混入する。覆土は明らかに埋土であり、堅くしまった土層である。平仙i形は長径1.40

m，短径1.32mの円形である。壁はほぼ垂直に立ち上がる。掘り込象面は、V～Ⅶ層が土壌内

に流入し明瞭な線引きができなかったが、V層中であることは確実である。職LI部に図示した

ような焼土の広がりが確認でき、同様のものは南側壁IAiから底Ihiにかけてもみられた。

1万



ⅣB地点の遺職と遺物

遺物27が職1 1および覆土Ⅳ層中から出土

した鉢形土器。口縁部が外反し'11下半から底

部にかけてすぼまってほぼ垂直になる。底角

は丸味をもち、底面は若干弩入するo l 1縁は

五つの大きな波状となる。口径28.3cm，器高

18.6cnlである。胴部に文様が施される。地文

はLR斜縄文。沈線が平行して7本描かれ最

上部の沈線上に刻目が施されている。 ド位の

平行沈線上には「s」字状の沈線が縦位に描

かれる。口縁部および胴下半から底部にかけ

ては無文。

小括土器はⅣ群b類。縄文時代後期に属

する。規模、形態から墓である。副葬品は土

器，個体であるが、焼土が塘口から底部にか

けて承られ、覆土と混在することからこの墓

に伴うものである。周辺に大きな礫かこの墓

をとりまくような形で出土しているが、その

関連性は明らかでない（図141参照)｡
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4
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図137 P-3と出土遺物
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Ⅳ B地点の遺櫛と適物

P－4

M32b･N32a区にある。覆土は7層に分

けられる。 I～Ⅲ屑は埜木層序のⅥ．Ⅶ．Ⅸ

層に対比する。Ⅳ層は暗褐色土で、 ロームを

少量含む｡V層ば黄褐色土で、 ロームを少殿

含み粘性が強い。Ⅶ曽は黒褐色士で、 ローム

を少量含む。Ⅶ層は黒褐色士。多量のローム

粒を含み、粘性が強い。Ⅷ層は黄褐色土。壁

の崩落土である。平面形は長径1.22m，短径

0.86mの隅丸長方形である。底面はややいび

つであるが、堅くしまっている。遺物は出上

していない。

小括時期・用途ともに不明である。
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P－5

N32d区にある｡撞土は6層に分けられる。

’～Ⅲ層は基本層序のⅥ～Ⅷ層に対比。Ⅳ暦

は黒色士。粘性が強い。少量のローム粒を含

むoV層はローム粒のブロック、Ⅵ層は壁の

崩落土。Ⅶ層は黒褐色土でロームを多量に含

む｡ ｣{z面形は一部が調査区外であるため不明

である。確認できる大きさは長径1.31m、短

径は不明。壁の立ち上がりは東壁が垂直であ

るが、西壁は緩やかな立ち上がりである。遺

物は出土していない。

小括時期・用途とも不明。

急

▽

図138 P-4 ･ 5
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ⅣB地点の遺柵と巡物

P－6

K33d区にある。徴上は7層に分けられるC

l～V層は基本隠序のⅣ～Ⅷ層に対比。Ⅵ層

は暗褐色上で、土質はⅣ層に類似するが、炭

化物を少量含み、粘性が強い。Ⅶ牌はll首黄褐

色土でローム粒を含む。Ⅷ層は褐色土で少鐘

のローム粒を含むoX層は黄褐色士。壁の崩

落土である。平Ini形は長径1 . 14m，短径1 .10

mの円形である｡確はゆるやかに立ち上がる。

底部は軟弱である。

遺物曠口から土器1個体出土した(28)。

口径は推定で29.0cmである。器形は、縁卜部

がくびれ外反し、胴下半部が急角度ですぼま

る。口縁形態は四つの小突起をもつ。地文は

LR斜縄文であるo口唇には刺突列があるo

小括この遺椛は規模・形態からすれば、

墓とするのは難しい｡土器はⅣ群b類に属し、

この遺構に伴う可能性が大きい。

p－

~/1
－と心

、

蝿二…

図139 P-6と出土遺物
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Ⅳ B地点の遣柵と遡物

P－7

N30d区にある。覆土は13屑に分かれる。 I～Ⅵ屑は基本層序のⅡ．Ⅳ～Ⅸ層に対比。Ⅶ層

は黒褐色土。上質はⅢ層に類似するが、若干のローム粒を含む。Ⅷ暦は黒色土で粘性が強い。

Ⅸ層は黒禍色土。径l～1.5n皿の火山灰のようなものを多量に含む。粘性は強いoX閲は茶褐

色士。若干のローム粒を含む。加鱒は褐色土。基本l闇序Ⅸ層の崩落土。刈層は黒色土｡XIIIji科は

基本層序Ⅸ層の壁の崩落土｡XIV増は黒色士。基本牌序Ⅸ層のロームがブロック状に混入する。

XIV層は茶褐色土で粘性が極めて強い。平面形は､開口面で長径1.70m，短径1.14mの小判形、

底面で1.30m×0.33mの隅丸長方形o断面形は、下半はほぼ直立であるが、上半は崩蕗のため

に､著しく広がっている｡底愉iからは3つの杭穴が確認された｡杭穴の深さは北東から19,13,

20cmである。遺物は出土していない。

小括平面形小判形で、底miに杭穴をもつTピットである。底面の長幅比は3.9．時期は不

明である。

1V

図140 P-7

I応



ⅣB地点の遺職と遺物

P－8

M34c区にある。覆土は1層でソフトな黒

色土である｡平面形は長径0.44m，短径0.26

mの長円形。曠n部は広がり、底面にいくに

したがってすぼまり、柱穴状となっている。

遺物覆土中からチップが406点が出土し

も
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、
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戸

脚
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レ

コ

こ。そのうち403点が黒曜石である。

小括時期・用途ともに不明である。
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Ⅳ B地点の遺椴と遮物

3 遺物

（1） 土器群

B地点から出土した土器群はI群a－2類、 I群b－1～4類、 Ⅲ群b類、Ⅳ群a･b類が

あり、縄文時代早期・中期および後期に所属する。

I群a 2類（図142． 143－1～4 ． 8～15）

lは口縁が平縁の筒形の深鉢で、 口径18.6cm。無文であるが横位の調整痕が象られる･胎土

にば白色不透明の混和物が多量に混入している。 2ば推定口径17.5cmである。貝殻腹縁文が横

位にまばらに施されてし､る。縦位に調整痕が染られる。貝殻によるものかもしれなL､。 3は小

型土器で横位の条痕が施されている。 4は器内外に貝殻条痕が施されている。 とくに内面が顕

著である。 8 ． 10～12は無文。 13は横位に貝殻条痕が施されている。 14は器内外とも浅い条痕

が付けられてL､る。 15ば乳房状尖底。

I群b 1類（図143-16～18)

16は組紐圧痕文が施されている。 17は短縄文･LR斜縄文が施されている。 18は短縄文が施

されている。

I群b 2類（図144-19～30， 34．35）

19は口縁に平行して2段の貼付帯が囲綻する｡貼付帯上にはへう状の工具による刺突がある。

地文ばRL･LR斜縄文による結束第1種の羽状縄文。20は口縁上部に無文帯があり、下位に

RL斜縄文が施された例。21～23．25．26･28･29､34･35は貼付帯上に縄が押圧された例。

21はLR斜縄文｡22･25･26･28･29･34･35はRL･LR斜縄文による羽状縄文｡23は「U」

字状の貼付帯、 RL斜縄文が施される。24はRL･LR斜縄文による羽状縄文。30は縄の押圧

を基線としてLR･LR斜縄文による羽状縄文の施された例｡27はRL斜縄文が施されている。

I群b－3類（図144-31～33, 36～38）

31は口縁に平行した2段の貼付帯のある例で貼付帯上は縄が押圧されている。地文にはRL

斜縄文が施されている。31"I群b－2類にちかいが縦の撚糸文がみ､られるので一応この類と

した。32は3段の隆起線のある例。隆起線間は縦の撚糸文が施されている。口唇にはLR斜縄

文が施されている。33は2段の隆起線のある例。撚糸文が施されている。隆起線間は無文であ

る。36～38は絡条体座痕文のある例。36は斜位の絡条体圧痕文が「ハ」の字状のモチーフを構

成している。37ば絡条体圧痕文・撚糸文のあるもの。横位の隆起線を基線として「Y」字状の

隆起線が構成されている。38は隆起線間に絡条体圧痕文と撚糸文が交互に施される。

I群b－4類（図144-39）

LR･RL斜縄文による羽状縄文が施された例。口唇および器内面がていねいに調整され光

沢があるo l群b－1類の可能性もあるが、焼成・調幣などからこの類に区別した。

Ⅲ群b類（図145-40～47)

40は口縁上部が若干肥厚し、 口唇及び肥厚帯上に半城竹管状の工具による刺突列が施されて

､､る。肥厚帯下位には、径8mmの円形刺突列がめく･る。地文はLR斜縄文。41には肥厚帯がな

~1守一
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Ⅳ B地点の遺構と遺物
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ⅣB地点の遺榔と遺物
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ⅣB地点の辿柵と遺物
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ⅣB地点の造溝と遺物
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図145 B地点出土の土器群（Ⅲ群．Ⅳ群）
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Ⅳ B地点の遺騨と遺物

表5 B地点出土土器一覧
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<、 2段の刺突列が施されている。地文はLR斜縄文。42･43は口縁上部が若干肥厚する。肥

厚帯上に刺突列がめく･る。地文はLR斜縄文。44は口縁上部に刺突列がめく｡る例。地文はLR

斜縄文｡肥厚帯がなく、口唇の調整も平坦であり、この類に属せしめるにば､少々疑問が残る。

45ば口唇に刺突列をもつ。 口縁部にば、径7mmの円形刺突列がめく｡る。地文ば細かなRL斜縄

文。46には幅広の貼付帯がある。貼付帯には、円形刺突文と同じ施文具で短し､沈線が施されて

いる。貼付帯下位には、催9mmの円形刺突列がめく･る。地文はLR斜縄文。口縁上部と貼付帯

間は、無文である。円形刺突文があるので、一応この類に含めたが、特異な土器である。46は

口唇に円形刺突列のある例。地文はLR斜縄文。

Ⅳ群a類（図142-5 . 6、図145-48～59)

5は推定口径14.8mmのRL斜縄文が器内外に施されたもの。口唇にも斜縄文が施されている。

6は、 RL斜縄文の施された底部破片。48～50は折り返し口縁で、 口縁上部が肥厚するもの。

48．49の地文はLR斜縄文。 50は肥厚帯上にRL斜縄文があり、地文ばLR斜縄文である。51

はバンド状の貼付帯の施された例。貼付帯上にはLR斜縄文、地文はRL･LR斜縄文による

羽状縄文。52．53．58．57にはLR斜縄文、 54～57にはRL斜縄文が施されている。

その他、 9， 60ば、時期不詳である。 9は無文であるが下位に縄線文（？）が象られる。60

には竹管による円形刺突列が象られ、円形刺突の上位は無文、 ﾄ位はLR斜縄文。

Ⅳ群b類（図142-7）

無文の底部破片。 P－3の近くから出土した。

"60の写真は、上下が逆。
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Ⅳ B地点の遺櫛と遺物

（2） 石器群

B地点から出土した石器・フレイク・石核・礫の総数は 1,618点を数える。器種は、石鑛

・石槍・石錐・つま象付きナイフ・スクレイパー・石刃・石核・石斧・石錘・砥石・すり石が

ある。

石錐（図146, 147, 150-1～57)

1～8はⅣ層出土。 6 ． 7を除いて、すべて茎をもつ。 8は9と同じように、鑑の未製品と

思われる。 9～36はV層出土で、ほとんどの鑑が茎をもつ。 9 ． 19ば片側のみにかえしが作り

出されている。 33～36は、 I群b類に伴う鍼で、細身で薄く作られている。37ば基部が轡入し

た三角形のもの。38～55はⅣ層出土。Ⅶ層は、 I群a 。 b類の包含層であることから、 これら

は縄文時代早期の鑑と詮て間違いないであろう。42ば茎のある例。茎のある鍼のなかでも入念

な加工が施され、ていねいな作りである。45は37と同じ基部の湾入した三角形の鑑。47～53は

細身で薄く作り出された雛でI群b類に伴うもの。56．57ぱⅦ層出土。 57は薄身に作り出され

た三角形の錐で、入念な加工が施されている。

石槍（図147. 150-58～64）

58はⅣ屑、 59～63はV闇、 64はⅧ層からそれぞれ出土。60～62は、明瞭なかえしを持つ。58

・59．60～62は、 Ⅲ群b類ないしⅣ群a類に伴うものである。64は入念な両面加工の施された

ものて．、薄身に作り出されている。A地点P－2 ．20から出土している石槍と形態的に同一で

あり、 I群b－1類に伴う可能性が強い。

石錐（図147. 150-65～68）

65～67は、棒状の刺突部を作り出したもの。67にはつまみ部がある。68は、スクレイバーの

末端に刺突部を作り出したもの。

つまみ付きナイフ（図147. 150-69～72）

69は幅広で大型のナイフで、扁平に作られており急角度の刃部をもたない。70の表面右側縁

には、急角度の刃部が作り出されている。

スクレイパー（図148. 150-73～80）

73はV層出土、 74～80はⅦ層出土。73には幅広の刃部が急角的に作り出されている。74は、

表面右側縁に二次加工がある。75は部厚いフレイクを素材とし、全局に二次加工が施され、急

角度の刃部が作り出されている。76は両側縁から先端にかけて二次加工を施したもの。77は表

面左側に、 78は表面両側縁に刃部がある例。79は粗雑なフレイクの表面両側に細かな二次加工

を施したもの。80は表面右側縁に刃部を作り出したもの。

石刃（図148. 150-81)

Ⅶ層から出土した。中央で折れており接合したもの。 この石刃は、縄文時代早期の石刃鑛文

化期の所産である。周辺を精査したが、伴出土器は確認できなかった。

石核（図148. 150-82）

Ⅶ層出土。剥離方向は一定せず、規則性は認められない。
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Ⅳ B地点の過構と遺物
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Ⅳ B地点の過構と遺物
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Ⅳ B地点の迩構と遺物
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ⅣB地点の遺構と遺物
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ⅣB地点の遺職と過物
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Ⅳ B地点の通構と遺物
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発掘区層位
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石斧（図148･ 151-83～90)

刃部の残っているものは、すべて両刃である。84．86は刃部が磨滅してL､る。84にば基部両

面に細かなキズが黙られ、着柄の痕跡かもしれない。86は扁平な石斧である。84．89の側縁に

は敲打痕が残ってし､る。90は打製石斧。

石錘（図149･151-91～105)

91 ･92(･XV層、 93～105ばⅦ層出土。92･100･101･103は、短軸に打ち欠きのあるもので、

その他は長軸に打ち欠きである。

砥石（図149･ 151-1"～110)

105． 1"・ 110は、 4面に砥面を持つもの。 1"･ 110は、砥面が若干くぼんでいる。

すり石（図149. 151-111～115）

111 ･ 113･ 114ば断面三角形の稜を擦面としている。114は2か所に擦面を持つ｡112･ 115は、

扁平な円礫の側縁に擦面のあるもの。
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V C地点の過櫛と遺物

1 遺構の分布

C地点の南側をアヨロ川が西から東へ流ドし、調査区中央無よび東側18ラインに小川が南流

してアヨロ川にそそいでいる。したがって、調査区は中央の小川により区分される。 L･M

13． 14区にある調査区は、 K～M-15～18区の調査区よりも一段低位にあり、遺構ば検出され

ず遺物の出土品も多くはない。東側の調査区からばTピッ トが1個、焼土がlか所検出された

（図152)｡

2 遺構

P 1 (図153)

L16d区にある。覆土は9層に分けられる。 1 ･Ⅱ層は基本層序のⅣ･V層に対比。Ⅲ層ば

暗褐色士。径0.5～1.5mのローム粒が混入し、粘性が強く堅くしまっている。Ⅳ層は黄褐色ロ

ームブロックが混入する。基本層序のⅣと同じ士層である。V層は褐色土で粒子の細かいロー

ム粒を多駐に含み、粘性が強い。Ⅳ層は黒掲色土で、多量の礫を含む。Ⅶ層は暗褐色土で、礫

レローム粒を多量に含む。Ⅶ層は黄褐色土。壁の崩落土である。Ⅸ層は黒色土。平面形は長径

3.4m，短径1.0mの溝状である。開口部は幅底で、底面が韓状に構築されている。辿物は出土

してL,ない。

小括溝状のTピットである。底面の長幅比は29.5･時期ば不明。

串

”詮 “

_一〆ｱ7

15 16 17 18

注柱状図は発掘区の

北壁5mおき

18m
「こさ、１

一
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図152 C地点の遺櫛分布と土層柱状凶
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V C地点の遺構と遺物

2遺物

（1）土器群

C地点から111土した土器群はI群a類、 I

群b頬、Ⅲ群a類があり、縄文時代ll~ﾘﾘj ･中

期にIﾘ『厩する◎

I群a－1類（図154．155－8、図156.1

57-12～20）

I群a－1類は無文・沈線を主要な文様喫

素とし、稀に繊維を含む土器群であるo l2は

無文地に沈線文を施した例。口縁に平行する

2本の沈線と、それを結ぶ縦位の沈線で柵成

されている。沈線は植物質のもので描かれて

いるo l3～16は無文。器内外とも凹凸が著し

b,o l6には指状の痕跡が認められるo 13． 15

． 16は繊維を含む。とくに15は多量に含有す

るo l7～19には縦位の調整痕が認められる。

原体は植物質と思われるが、 ’7は貝殻？の可

能性もあるo20には絡条体圧痕文が施されて

いる。8は底角の張り出した底部破片。縦位

の調幣痕が認められる。

1群a－2類（図154･ 155-1～7．9～

11、図156～158-21～42）

21 ．22は無文o21の器内面は凸凹ではある

が、ていね↓､に調整され光沢があるo23の口

縁上部には外→内の円形刺突列がめぐる。地

文は撫文o24は口唇に爪形の刻目が施されて

いる。地文は無文。 lは口径204cm，器高2

6.5cIIIの､|退底深鉢である。 11縁は内つの大き

な波状をなす。横位の貝殻条痕が器全miを被

饗している。只殻腹縁文が口唇および表面胴

上半部にまばらに施され、口縁内面にもみら

れるo 2も口径16.1cm，器高15.5cmの深鉢。

｢'縁は四つの突起状の波状で、器全liiに貝殻

条痕と貝殻押し引き文が施されている。只殻

腹縁文が口縁内外にまばらに施されるo 1 1縁

36

図153 P-1
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V C地点の辿椛と遺物

上部と胴上半部に山形状沈線文が描かれる。その間に渡頂部を基線として沈線文によるひし形

のモチーフが描かれ、その交点に円形刺突文が施されている。 3ば山形沈線文で区画され、区

画上位に貝殻腹縁文が充填され、刺突列が波頂部から垂下してL,る。胴部にば貝殻殻表圧痕文

が施文されてL,る。 4には口縁に平行して2本の沈線文が描かれ、沈線間に爪形の刺突文が施

されている。 ｜可じ構成は胴部にもみられる。 口唇には刻目が施されている。地文には貝殻条痕

文が施され、浅い長円形の調幣痕が認められる。貝殻によるものかもしれなL,。 5ば口俸21 .2

cm･口縁部には細い沈線文が格子目に描かれ、 卜位には貝殻条痕文が施されている。 6 ． 7は

貝殻条痕文を器全面に施したもの。25．27には沈線状にまばらな条痕が施されている。25は小

突起をもつ波状口縁。いずれも口縁内面上部に貝殻条痕が施されている。26．28は貝殻条痕文

の施された例｡28の口唇には内外に貝殻腹縁文が施されている｡29には貝殻腹縁文が横・斜位に

施され、器内|前にも斜位に施されている。30ば山形の沈線により口縁部と胴部が区画され、区

画内には貝殻腹縁文が充填される。31は斜位・横位に沈線が描かれ、その間に刺突列が施され

ている。32は原体を縦にして貝殻押し引き文を施したもの。33は刺突と沈線により文様構成さ

れている。 口縁上部から横位の刺突列、平行沈線、山形状沈線が描かれ、 さらに大きな山形の

沈線が3段、 2本の平行線があり、その内に刺突列、山形沈線が施される。地文には貝殻？押

し引き文が施されている｡34にば2本単位の沈線が施されてL,る。地文は縦位の細かな貝殻腹

縁文であるo35は尖底土器で､畦部は砲弾形｡36には横位の細かな貝殻腰縁文が施されている。

37には斜位・横位の沈線が描かれ、平行沈線の中位には刺突列が施されている。 9～10, 38～

42は底部破片。 9の器外旧iは無文であるが、縦位の調整痕が残り、 lWliには貝殻条痕文が横位

，斜位に施されている。38の底部内面には指頭の押圧がぷられ、凸凹してL,る。 10･ 11 ･39~

42は無文である。

1とともに検出された木炭の'｣C年代は、 8,270士850年B.P. (KSU-583) -である。

I群b－1類（図158-43～45）

43にはRL ・ LR斜縄文による羽状縄文が施されている。44にはLR斜縄文がまばらに施さ

れてL，る。45は短縄文が施されたもの。

I群b－4類（図158 46～48．51)

46．47には横位に数段の撚糸文、 48には羽状の撚糸文、 51にば結束第2種のあるRL斜縄文

が施されている。

Ⅲ群a類（図158－49．50．52．53）

Ⅲ群a類は円筒土器上層式土器である。しかし､資料が少ないため､その詳細は不明である。

49．50には横位の隆起線があり、刺突文が施されている。52には細かなLR斜縄文が施されて

いる。53は有孔円盤。平行沈線が施されている。孔ば焼成前に穿たれてし､る。いずれも、器内

面には「ミガキ」が明瞭に残っている。
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V C地点の遺櫛と遺物
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図154 C地点出土の土器群(I"a類）
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V C地点の泄椛と遺物
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図155 C地点出土の上器群(I群a頬）
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V C地点の遺構と遺物

3

図156 C地点出土の土器群(I群a類）
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V C地点の遺椛と遺物

26

図157 C地点出土の土器群(I#a類）

2(叩



V C地点の遺構と過物

図158 C地点出土の土器群(I群a･b類・Ⅳ群）
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V C地点の過構と遺物

表7 C地点出土土器一覧
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V C地点の遺桃と遺物
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（2） 石器群

C地点から出土をした石器・フレイク・石核・礫の総数は695点である。石器の種類ば、石

錬・石槍・つまみ付きナイフ・スクレイパー・石斧・たたき石・石錘・砥石・すり石・石皿で

ある。以下、器種について記述するが、詳細については表8を参照されたい。

石鑪（図159･163-1～4)

lば細身に作り出された鍼。 2 ． 3は基部が平坦もし<ば若干湾入した三角形鍼である。い

ずれも薄く作り出されてL,る。 4はやや大型で肩の張る五角形鍼。石質はいずれも黒曜石。

石槍（図159． 163－5 ， 6）

5ぱかえし部が明瞭に作り出されてL,て、柄部は太く、断面は全体的に丸味がある。 6は槍

の尖頭部の破片である。いずれも黒曜石製。

つまみ付きナイフ（図159･ 163-8～19)

8は、つま鍬とL、う程でばないが、表面右側にえぐりを入れ柄部を作り出したもの。裏に細

かな二次加工が施され、尖頭状となってL,る。錐として使用していた可能性もある。 10～15に

は二次加工が表面全体に施され、 15の右側縁には急角度の刃部が作り出されている。いずれも

異聞i右側縁に細かな剥離が施されている。 9 ． 16～19は両面加工のナイフ。 9 ･ 18． 19は柄部

および尖頭部は入念な二次加工が施されているが、異而の加工城粗雑である。 16の断面ば全体

的に丸味をもっているが、柄部の作り出しはさほど明瞭ではない。 17は、見事な両画加工のナ

イフて．ある。大きく剥離されてL､るわりには非常に薄く作られている。石質は、 19がメノウ製

のほか、すべて頁岩である。

スクレイパー（図159･ 160･163-7 ･20～28)

7は原石面を残した両面加工のスクレイパー。20～22は周縁に二次加工のある円形のスクレ

イパー。21の裏面右側縁にば細かな加工を施してあり、つま魂付きナイフの未成品かもしれな

い。23～28は片側縁に刃部をもつもの。 7 ．22．25．26が黒|蝋石製､そのほかは頁岩製である。

石斧（図160･ 163-29～33)

29は長さ18.9cmの大型石斧で、擦り切り痕がみられる。30．32は縦断面に拓いて刃部が湾曲

しており、片刃状となるが明瞭な片刃斧ではない。31は刃部および裏面平坦部に部分的な研磨

が施されている。32．33の側縁にば敲打痕が残っている。
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V C地点の遺構と遺物
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V C地点の遺構と遺物
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V C地点の辿柵と遺物
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V C地点の遺櫛と遺物
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図162 C地点出土のすり石・石皿

たたき石（図160. 163-34）

扁平な礫を素材とし、両端に大きな剥離痕がある。

石錘（図160･161 ･ 163･164-35～59)

すべて長軸両端に打ち欠きがあるものである。45の裏面の一部には研磨の痕が認められる。

36．37のほかはすべてⅦ層一括資料であり、 I群a類に伴うものである。

砥石（図161 ･ 163-60･61)

L､ずれも板状の砂岩を用いている。60は両側縁および両平坦部に砥面をもち、平坦部は凹面

をなしている。61は両平坦部に砥面をもち、両面とも凹面。

すり石（図161･162･164-62～70)

62．64．65．67ば断面三角形の礫の稜を擦面としている。62は一稜を擦面とし、 64．65．67

は二稜に擦面がある。67には敲打による剥離痕があり、たたき石としても利用されたものと思
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V C地点の遺椛と遺物
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V C地点の遺孵と適物
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V C地点の遺構と遺物

われる。66．68．69の罵平な礫の側縁ないしは平皿間に擦面がある。70は幅広の擦面をもち、

礫中央に敲打によって溝を作り出し握部としている。

石皿（図162･ 164-71)

大きな角礫の平坦な面を使用面としてL,る。
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ⅥD地点の遺構？と遺物



ⅥD地点の遺構？と迩物

1 遺構？の分布

D地点は施工範閉の関係から二つ

の地区に分かれている。M･N-1

～3区は北に面した急斜面上にあ

る。この地区のほぼ中央が沢状に凹

んでいる。西側の尾根状の斜面から

焼土が1個検出された。遺物は頁岩

のフレイクが1点のみである。

O・ P－3～8区は、 さきの地区

の東側で、沢の出口にある台地状の

ところに位置している。

N･O-7区から土塘様のものが

2個兇つかったが、調森の結果、 自

然の営力によるものであることが判

明した。土器片の集中が数か所で確

認された。

注柱状図は発掘区の南轆5mおき
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図165 D地点の遺構？分布と士層柱状図
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ⅥD地点の遺榊？と遺物

Ep－12遺構（？）

P－1

07d区にある。平面形は長径090m，短

径0.52mの長|』1形である。賎は開口部よりも

大きく、断面はオーバーハングしている。内

部に空洞があった。出土遺物はない。

小括形状、堆積物からみて、人為的なも

のではなく、地すべりまたは地ド水の作用に

よる穴と思われる。

4－=_ー

』

回 d_20，“、

P－2

N7c区にあるo平面形は長径推定1.44m，

短径1.20mのややいびつな円形である。西壁

はオーバーハングする。底面には、小さな孔

がある。遺物はない。

小括P－l同様、自然の営力による穴と

思われる。

:.#輪
MM=も額

E
○
剣
ｑ
Ｎ
ｄ

ゾ､953

」L一

19:1

■
’

図166 P-1 ． 2
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ⅥD地点の遇構？と遺物

3 遺物

（1） 土器群

I群a－2類（図168-1～3）

lは無文の胴部破片。横位の調稽痕がみられる。 2 ． 3は底部破片

I群b－1類（図167～168-4～23)

4 ． 5は|可一個体。口縁部から胴部にかけて数段の短縄文が施され、下位には羽状縄文が施

されている。 6はゆるやかな波状口縁となる。 口縁に平行して9本の組紐圧痕文が施きれてい

る。組紐圧痕文は縦位にも3本施され、組紐圧痕文の交点にはボタン状の貼付がある。また、

組紐圧痕文間には短縄文が数段施され、下位ば短縄文が施される。 8～12は6と厚さ焼成など

類似するが同一個体ではない。縄線文が数段施され、 ﾄﾞ位ば短縄文が施される。 8～12は隆帯

のあるもの。 8には数本の組紐圧痕文と縦位の縄線文が施されている。 9 ･ 10は組紐圧痕文と

短縄文のある例。 11 ･ 12には組紐圧痕文がある。 13は組紐圧痕文と縦位の縄線文のある例。 14

･ 16･ 17･ 19は組紐圧痕文と短縄文のある例。 15ば組紐圧痕文のある例。 18"LR斜縄文とル

ープ状縄文の押圧のある例。20はRL斜縄文のある例。21は縄線文と短縄文のある例。22は横

位の絡条体庄痕文のある例。23は絡条体圧痕文とループ状縄文の押圧のある例。24～26は底部

破片。24．25には組紐圧痕文、 26(,XLR斜縄文が施されている。

Ⅲ群a類（図169-27～33.36）

27～33は|司一個体と思われる。図示していないが平臘の底部破片も出土している。27．28は

口縁部に近い破片で、肥厚帯がみられ、 4本単位の撚糸文が横位・斜位に施されている。短縄

文が肥浮帯および撚糸文の卜位に施されている。29．31 ．32は隆帯のあるもの。29には短縄文

があるo31～33は撚糸文と短縄文のある例。30はRL･ LR斜縄文による羽状縄文。36は土器

の脚部の破片である。外侭約8･5cm，脚部の幅1.5cm，厚さ12cmで、現存する高さは3.5cmであ

る。

Ⅳ群c類（図169－34．35．37．38）

Ⅳ群c類は縄文時代後期の土器群のうち、縄文・いわゆる突こぶ文などの文様をもった土器

群である。34ば口縁部破片で、 口縁に平行して刻目が施され、下位は無文o35も同じである。

37にば口縁に平行して内→外の突こぶ文が施され、地文ばLR斜縄文｡38の地文はRL斜縄文。

Ⅵ群（図169-39）

Ⅵ群ば続縄文時代の土器群である。39は口縁に平行する沈線と刻目垢よび縞縄文が施されて

いる。

2脚



ⅥD地点の造機？と遺物
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で麹

6

図167 D地点出土の上器群(II#b類）
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ⅥD地点の泄櫛？と遺物
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'1168 D地点出土の土器僻(I群a ･b")
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ⅥD地点の遺擶？と遺物
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図169 D地点出土の土器群(I群．Ⅲ岬．Ⅳ群．Ⅵ群）
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Ⅵ D地点の遺柵？と遺物

表9 D地点出土土器一覧
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Ⅵ D地点の遺構？と週物

（2） 石器群

D地点から出土した石器・フレイク ・石核・礫の総数は557点である。そのうち礫は海岸か

ら持ち込まれたものである。石器の器種には石錐・召槍・つま象付きナイフ・スクレイパー・

石斧・すり石がある。

石識(EI170･ 171-1～8)

l～4 ． 6は茎のある錐。 1 ． 6は小さな錐で、かえし部が明瞭である。 4は基部である。

5ばやや胴張りの三角形鑑で、茎部は平坦である。 7は細身で薄く作り出されている。 8は茎

が明瞭でない柳葉形の鑑である。石質は貞岩の5以外ば黒曜石。

石槍（図170･ 171-9)

かえし部は明瞭でない。断面は全体が丸味をもっている。頁岩製。

つまみ付きナイフ（図170. 171-12～17)

10． 12～13､ 15･ 16の表面には人念准二汐〈加工が施され、裏面の一側縁にも細かな加工が加

えられたものである。 11はつま患付きナイフかどうか判断が難しい。スクレイバーとすべきか

もしれない。 14はつま象というよりは柄が作り出されたもので、 l'lj側縁に二次加工が施されて

いる。時代の降るものであろう。 15は幅陸で柳葉形の内面加工のナイフである。石質は11 ･ 14

が黒唯石、ほかすべて頁岩である。

スクレイパー（図170･ 171-18)

断lili三角形に作られており、表面左側に細かな加工がある。石質は黒曜石。

石斧（図176･171-19～22)

19は小型の扁平な両刃の石斧。20は板状の礫を素材とし狭長に作り出されたもので、側縁に

は調幣による敲打痕が残っている。刃部は研磨されている。21は全血研磨された両刃の石斧で

ある。22は擦り切りの溝を残している。

すり石（図170. 171-23～25）

23．24は礫の側縁に擦面をもつもので、 23の断面ば三角形である。25ば敲打調整され握部を

もつすり石で、擦面の側縁にば敲打痕がある。

219



Ⅵ D地点の遺櫛？と遡物
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ⅥD地点の遣櫛？と遺物
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Ⅵ D地点の遺櫛？と辿物

表10 D地点出土石器一覧
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Ⅶま とめ

1 土器群

（1） 土器分類の基準

a 形態の分類（図172）

口縁部形状は6つに分類した。 I :平縁Ⅱ ：大波状縁Ⅲ：小波状縁Ⅳ：大突起縁

V:小突起縁Ⅵ：上面観が方形の口縁

口縁部断面形状は3つに分類した。 l :直状のもの 2 :内弩するもの 3 :外反するもの

口唇断曲形状は7つに分類した。 a ：丸頭のもの b :平頭のもの c ：尖頭のもの d :

外側に傾斜するもの e ：内側に傾斜するもの f :外側にめくれるもの g :内側にぬくれ

るもの

底部断面の形状は5つに分類した。Xl ;断面が平底で張り出さないもの X2 :平底で丸

味をもつもの X3 :平底で若干張り出すもの X4 :平底で強く張り出すもの X5 :尖底

のもの さらに平底の底部を、 a ：平らなもの b :丸味をもつもの c ：揚底のものに分け

た。

そのほか、炭化物の付着状態を、 al :外面上部 a2 :外面中部 a3 :外側下部 bl

：内面|革部 b2 :内面中部 b3 :内面下部に分けた。
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図172土器形態の分類
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貝殻条痕文(1a) 貝殻条痕文(1a)

ヤ

潔至蕊
農霧

｝

蕊
鍜鐸

ー

唾

~

～

沈線文(2a)条痕文(1b)

沈線文(2c) 沈線文(2c)

沈線文(2c) 貝殻腹縁文(3a) 225
図173土器の文様甥紫
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貝殻腹縁文(3c)貝殻腹縁文(3b)

貝殻押し引き文(4a) 貝殻押し引き文(4b)

刺突文(5a) 刺突文(5b)

0

罐“露融， 負
士｡

隆帯文(6a)刺突文(5c) 図174上器の文様要素
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貝殻条痕文(1a) 円孔文(5f)

隆線文(6b) RL斜縄文(7d)

羽状縄文(7h) 羽状縄文(7h)

結束第1種(7i) 図175士器の文様要素 縄線文(8d) 空7
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羽状燃糸文(7j) 絡条体圧痕文(8a)

絡条体圧痕文(8a)絡条体圧痕文(8a)

組紐圧痕文(8c)絡条体圧痕文(8a)

LR縄文(7c)図176土器の文様喫糸短縄文(8e)22s
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b 文様の分類（図173～176）

0 ：無文のもの

l :条痕．擦痕のもの a ：貝殻条痕文 b :条痕文 c ：擦痕。

2 ：沈線のもの a ：沈線文 b :沈線内に刺突のあるもの c ：細い沈線文 d :刻目状

の沈線文

3 ：貝殻腹縁文のもの a ：腹縁文の明瞭なもの b :腹縁文が破線状になるもの c ：腹

縁文が点線状になるもの

4 ：貝殻押し引き文の施されたもの a ：明らかに押し引き文となるもの b ;腹縁の痕を

残しながら押し引きされたもの

5 ：刺突文のあるもの a ：長円形の刺突文 b :円形の刺突文 c ：爪形の刺突文 d :

半裁竹管による刺突文 e ：指頭による押圧 f :円孔文g :へら状工具による刺突文

h :突こぶ文

6 ：貼付のあるもの a ：隆帯文 b :隆線文 c ：肥厚帯 d :ボタン状の貼付文

7 ：回転縄文によるもの a :R斜縄文 b : L斜縄文 c : LR斜縄文 d : RL斜縄文

e : LRないしRL斜縄文による羽状縄文 f :RL+LR斜縄文による羽状縄文g

：撚糸文 h :結束第1種 i :結束第2" j :羽状撚糸文 k :縞縄文

8 ：押圧縄文によるもの a ：単軸絡条体圧痕文 b :多軸絡条体圧痕文 c ：組紐圧痕文

d :縄線文 e ：短縄文 f :ループ状縄文。

（2） 土器の時期別分布（図177～図182）

A地点の主体となる土器群はI群土器である。なかでもI群b－1類の出土量が多く、発掘

地区中央の高まりにある遺櫛をとり閉むように分布する｡時期別の偏在性ばとくに象られない。

B地点はⅣ群土器が主体を占め、その時期の迩構周辺に分布する傾向がある。 I群土器は、

斜I向iから平坦面にかわるところから多く出土し、なかでもI群b－2類土器がまとまって出土

する例が多い。 この地点からはI群a－3類土器ば出土していない。

C地点にばI群a－2類が圧倒的に多く、全体の出土量が少ないことにもかかわらず復元さ

れた個体が多L､。西側の地点からば、土器ばほとんど出土していない。

D地点はI群b 1類が主体を占める。
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~

B地点

C地点

D地点

図178 1IWa類土器分布
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B地点

~

鯵

’

C地点

D地点

図179 1"b－1類士器の分布
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c地点(Ia-1)

「
１
７
↓
Ｉ

A地点( I a-3)
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｜
ド

C地点(Ia-3)
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ｊ
／

b-3)I

図180 1群a－1 ． 3類, I群b－3類土器の分布
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lb-2)

地点(lb-2)

－．
~|／

。
／
A地点(Ib-4)

C地点(Ib-4)

"181 1 IWb-2 ･ 4類士器の分稲
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繍一Ll
’

B地点(IIIa)

’

C地点(Illa)

B地点(IIlb-3)

鯵

B地点(Wa)

図182 Ⅲ群a ･b 3顔，Ⅳ群a類土器の分布
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（5） 土器群の型式対比

これまで記戦してきた土器の分類記号は、当センターの分類規準によるものである。出土し

た土器群は､縄文時代早期のI群a類、 I群b－1～4類､前期のⅡ群a類､中期のⅢ群a類、

Ⅲ群b－3類、後期のⅣ群a～c類、続縄文時代のⅥ群である。今回は、新たに本遺跡の土器

を基に、 I群a類を細分し、 a－1～3類とした。

I群a 1類C地点から出土した無文または沈線文をもつ土器群で稀に繊維を含むものも

ある。いわゆる暁式土器群(佐藤、1981）に類似するが､僅少量であるため詳細は不明である。

今後、道央部において留意しなければならない土器群であろう。

I群a－2類A～C地点において出土した土器群で文様は貝殻条痕文・典殻腹縁文・沈線

文・円形刺突文などバリエーションに富む。こうした文様構成をもつ土器群は、従来この地域

では「虎杖浜式土器」 （大場ほか、 1962) と呼ばれている。しかし、本遺跡における土器群を

「虎杖浜式土器」に帰属せしめるには、あまりにも多様性に富み、型式論的に多くの問題が生

じよう。これまで「虎杖浜式土器」と呼ばれてきたのは貝殻腹縁文、沈線文など極めて限定さ

れた特徴についての理解であって、今後は本遺跡の土器群に基づいて「虎杖浜式土器」の概念

を拡大するなり、新たに型式を設龍することによって、道央部の縄文時代早期前半の編年を整

理する必要があろう。

I群a－3類A地点から多くの土器群が出土した。これまで、この土器群は｢上坂式土器」

（名取・峰山、 1958） 「アルトリ式土器」 （竹田、 1959、吉崎、 1965）に漠然と対比され、理

解されてきた。本遺跡の土器群は、かなりまとまった資料であり、上坂・アルト リ式土器を再

検討する良好な基礎資料となるであろう。

I群b－1類東釧路Ⅲ式土器に相当するもの

I群b－2類仮称コッタロ式土器に相当するもの

I群b－3類中茶路式土器に相当するもの。

I群b－4類東釧路Ⅳ式土器に相当するもの

Ⅱ群a類縄文尖底土器群

Ⅲ群a類円筒土器｣皇層式土器に相当するもの

Ⅲ群b－3類 トコロ6類土器に相当するもの

Ⅳ群a類余市式土器に相当するもの

Ⅳ群b類手稲式・ホッケマ式土器に相当するもの

Ⅳ群c類堂林式土器に相当するもの。

Ⅵ群続縄文時代の土器

聖｝6
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2 石器群

（1） 石器分類基準

虎杖浜3遺跡から出土したｲj離群は、石鍼・石槍．行錐・つま象付きナイフ．スクレイバー

・石斧・たたき石・すり石・石皿・砥石・石擁・石核・加工痕のあるフレイクがある。 これら

の石器群は、さきに触れた土器群のいずれかに伴出するものであろうが､一部の石器を除いて、

その共伴関係を示す根拠に欠ける。ここでは、 これまで触れてきた石器群の分類を、当センタ

ーの分類雄準に基づいてまとめることにする。なお、分類の大＃|｣は従来の分類と一致するが、

細別はその限りではない。

I群石鰊・石槍

1A石鍼 l :石刃鑑（未検出であるが石刃が出土している) 2 :細身で薄いもの(I

群に多く伴う) 2a :柳集形のもの 2b :五角形のもの 3 :三角形のも

の（茎部にえぐりのあるものも含む） 4 ：茎が明瞭でないもの 5 ：茎のあ

るもの 6 ：最大幅が尖頭部にあるもの 7 ：幅薩で大形のもの（五角形のも

のもある。本遺跡ではI群b－1類に伴う）

IB ,fiia l :茎をもつもの 2 :茎が明瞭でなL，もの 2a :幅広のもの 2b :細長

いもの

Ⅱ群穿孔具類

IA fi錐 l :刺突部のみが作り出されたもの 2 :棒状のもの 3 :つまみ部が作り出

されたもの

m群ナイフ・スクレイパー類

ⅢAつまみ､付きナイフ l :二次加工が表面全体に施されるもの 2 :二次加工が周辺に

施されるもの 3 ：両面加工のもの

ⅢB スクレイバー とくに細分してし､ない。エント~ 、サイド、 ラウンドスクレイバーなど

がある。

Ⅳ群石斧類

ⅣA石斧 とくに細分してL､ない。本遺跡では擦り切り手法によるものが多く、その残片

も多数出土している。側縁に敲打痕を残すもの、全面研磨のもの、刃部のゑ研

磨しているものなどがある。刃部は明瞭な片刃はなく、大半が両刃である。

V群たたき石類

VAたたき石 1 :棒状の礫の一端もしくは両端に敲打痕のあるもの 2 :扁平な礫の周

縁に敲打痕のあるもの 3 ：扁平な礫の平坦な間に敲打痕のあるもの（一般に

くぼ詮石とされている）

Ⅵ群すり石石Ⅱ類

ⅥAすり石 1 :断面が隅丸三角形の礫の稜に擦面のあるもの（擦面ばlか所にある場合

が多いが、 2， 3か所に擦imをもつものもある) 2 :扁平な礫の側縁を擦面

2.粥
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Ⅶま とめ
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iXl185 A～D地点の石器分布
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Ⅶま と め

)もの（いわゆとしたもの 3 ：敲打により握部を作り出し、幅広の擦面をもつもの（いオ

る北海道式石冠）。

石皿板状ないし扁平な礫の平坦[罰を使用面とするもの

石鋸・砥石類

石鋸とくに細分していない。板状の礫の側縁を直線状の刃部としたものがある。

砥石 l :砥面に溝のあるもの 2 :砥面のあるもの

石錘

石錘 l : 4か所に打ち欠きのあるもの 2 :長軸両端に打ち欠きのあるもの 3

短軸の両端に打ち欠きのあるもの

石核・剥片類

石核

剥片・削片

加工痕・使削痕のある剥片・礫片など

剥片に加]痕・使用痕のあるもの

礫片に加工痕・使用痕のあるもの
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